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［表紙写真］三島小学校新１年生の皆さん

市民によりそう
まちづくりの実現へ

［特集］平成 31 年度予算が決定
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平成 31 年度（令和元年度）の主な事業と予算

●安心して子育てができるまちづくり

■保育対策総合支援事業［新規］
▶ 2,852 万円
　保育士の負担軽減を図るため、保育補助
　者などを雇用する保育施設に対して助成
　します。

■中学生自転車保険加入事業［新規］
▶ 176 万１千円
　市立中学校の全生徒を対象に自転車損害
　賠償保険に加入します。

■外国語指導助手（ALT）派遣事業［拡充］
▶ 4,774 万２千円
　新学習指導要領による外国語の授業を充
　実させるため、ALT を増員します。

■プログラミング教育実施事業［新規］
▶ 79 万２千円
　ロボットを操作するプログラミングを体
　験できる授業を実施します。

■障がい児保育対策事業［新規］▶ 403 万２千円

■認定こども園等施設整備事業［新規］▶１億 4,044 万５千円

■不育症治療費助成事業［新規］▶ 10 万３千円

■新生児聴覚検査助成事業［新規］▶ 149 万円

「よりそう市政」の実現へ
新年度予算が決定しました。
今年度の一般会計予算は 188 億 9,990 万円です。

今回の特集では、市が今年度取り組む重点的な施策を「安心して子育てができるまちづくり」
「安心安全を実感できるまちづくり」「頼れる福祉のあるまちづくり」の３つの項目に沿って

お知らせします（P2 ～ P3）。
また、予算の概要や内訳について、グラフなどを用いながらお知らせします（P4 ～ P5）。

市では、市民の皆さんに「よりそう市政」の実現に向け、さらなる施策を展開し、事業推進
を加速させていきます。

問 伊奈庁舎財政課　☎58 ‐ 2111（内線2204）
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●頼れる福祉のあるまちづくり

■病院バス導入検討事業［新規］▶ 300 万円
　コミュニティバスの再編に併せ、市外総合病院への移動手段とし
　ての「病院バス」導入に向け、運行方法などの検討を行います。

■休日夜間緊急診療体制整備事業［拡充］▶ 231 万８千円
■地域医療体制強化事業［新規］▶ 80 万円

■プレミアム付商品券発行事業［新規］▶２億 5,287 万６千円

■中学校通学路への防犯灯設置　▶ 295 万９千円
　�中学生の安全対策として中学校通学路を中心に防犯灯
の整備を行います。

■通学路への防犯カメラ設置　▶ 1,243 万６千円
　�小中学校の通学路を中心に防犯カメラを設置し、犯罪
の抑止を図ります。

■業務継続計画策定事業［新規］▶ 280 万５千円

■気象情報サービス機器設置事業［新規］▶ 303 万６千円

■ドライブレコーダー設置事業［新規］▶ 25 万円

■防災士育成事業［新規］▶ 55 万円

●安心安全を実感できるまちづくり

平成 31 年度（令和元年度）予算特集

■高齢者みまもり訪問サービス事業［新規］▶ 90 万円
　日本郵便㈱と連携し、75 歳以上の高齢者のみの世帯などを対象に
　見守り訪問を実施します。

そのほか
主な事業

■企業誘致適地調査事業［新規］▶ 1,512 万円
　企業誘致を積極的に推進するため新たな地域開発
　などの検討を進めます。

■新商品開発等補助事業［新規］▶ 240 万円
　産業振興および地場産品を消費拡大するため、新商品開発や
　販路拡大に対する取り組みを支援します。

■都市計画マスタープラン・立地適正化計画策定事業［継続］
▶ 1,739 万１千円
　市全体の課題や将来の人口減少などに対応したまちづくりを
　進めるための計画を策定します。

■福岡工業団地周辺道路整備事業［継続］▶１億 2,533 万４千円
■農地集約化促進事業［新規］▶ 50 万円

■まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業［新規］▶ 444 万円
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会計名 平成 31 年度（当初予算） 平成 30 年度（当初予算） 比較 増減率（％）
一般会計 188 億 9,990 万円 174 億 8,480 万円 14 億 1,510 万円 8.1

特
別
会
計

国民健康保険 46 億 2,328 万 7 千円 49 億 1,555 万 5 千円 ▲ 2 億 9,226 万 8 千円 ▲ 5.9
後期高齢者医療 5 億 2,375 万 6 千円 4 億 8,084 万 5 千円 4,291 万 1 千円 8.9
介護保険 34 億 2,125 万 6 千円 34 億 1,387 万 6 千円 738 万円 0.2
公共下水道事業 11 億 8,752 万 5 千円 11 億 9,261 万 3 千円 ▲ 508 万 8 千円 ▲ 0.4
農業集落排水事業 3 億 7,537 万 3 千円 3 億 2,665 万 6 千円 4,871 万 7 千円 14.9
市営分譲住宅 4,202 万 6 千円 4,154 万 7 千円 47 万 9 千円 1.2

特別会計合計 101 億 7,322 万 3 千円 103 億 7,109 万 2 千円 ▲ 1 億 9,786 万 9 千円 ▲ 1.9
合計 290 億 7,312 万 3 千円 278 億 5,589 万 2 千円 12 億 1,723 万 1 千円 4.4

水
道
事
業
会
計

収益的収入 15 億 6,197 万円 15 億 1,725 万 9 千円 4,471 万 1 千円 2.9
収益的支出 14 億 6,264 万円 6 千円 13 億 6,161 万 3 千円 1 億 103 万 3 千円 7.4
資本的収入 6 億 9,038 万 8 千円 8 億 771 万 5 千円 ▲ 1 億 1,732 万 7 千円 ▲ 14.5
資本的支出 10 億 8,424 万円 9 億 1,520 万 6 千円 1 億 6,903 万 4 千円 18.5

【会計別予算総括表】

予
算
規
模
は
８・１
㌫
の
増

平成31年度（令和元年度）の一般会計歳出
額を、平成31年４月１日現在の人口5万
1,662人で割ったおおよその金額です。一人あたり　36万5,837円

  
36,264円

  
139,949円

  
22,362円

14,243円
  
38,544円

  
18,287円

  
51,083円

  
37,574円

  
 7,531円

市役所管理などの費用
福祉、子育て支援
などの費用

健康診断、環境保全、
ごみ処理などの費用

農業振興などの費用 道路、公園などの費用 消防、防災などの費用

学校、公民館、図書館
などの費用

借入金（市債）の
返済金

議会運営などの費用

市民一人の歳出額 平
成
31
年
度
（
令
和
元
年
度
）

予
算
の
概
要

　

平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）一
般
会

計
予
算
の
規
模
は
、
１
８
８
億
９
９
９

０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
８
・１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
認
定
こ
ど
も
園
等
施
設
整

備
事
業
や
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
整
備
事

業
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
事
業
を
実
施
す
る
た
め
で
す
。
ま

た
、
前
年
度
が
骨
格
予
算
で
政
策
的
な

経
費
を
計
上
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
が
給
付
費
の
減
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
社
会

保
障
に
か
か
る
費
用
な
ど
の
伸
び
に
よ

り
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
主

に
前
年
度
に
引
き
続
き
福
岡
工
業
団
地

土
地
区
画
整
理
事
業
の
整
備
促
進
に
向

け
た
工
事
を
実
施
し
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、

公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
向
け
た
費
用

の
増
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
営
分
譲
住
宅
特
別
会
計
は
、
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
谷
和

原
浄
水
場
の
更
新
工
事
を
行
う
た
め
資

本
的
支
出
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 
伊
奈
庁
舎
財
政
課 

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
２
０
４
）



5 －次号は令和元年５月25日（土）配布開始－

新年度 一般会計予算　188 億 9,990 万円

■一般会計　歳出（性質別）
名　称 金　額 対前年度

増減率
人件費 33億7,666万4千円 8.3%

物件費 43億3,238万7千円 11.4%

維持補修費 4,568万9千円 ▲26.6%

扶助費 32億1,826万1千円 8.5%

補助費等 24億3,741万2千円 10.6%
普通建設

事業費 7億2,666万5千円 ▲6.8%

災害復旧
事業費 1千円 0%

公債費 19億4,116万3千円 8.2%

積立金 7,277万2千円 73.7%

投資および
出資金 4,649万2千円 ▲5.5%

貸付金 1,694万2千円 ▲9.0%

繰出金 26億5,545万2千円 4.9%

予備費 3,000万円 0%

合計 188億9,990万円 8.1%

市税　
  84 億 2,220 万 9 千円　
  　44.6%（5.6%）

分担金・負担金及び使用料・手数料　
  　　　　　　3 億 8,183 万円 9 千円

  　　　　　　　2.0%（▲ 15.4%）　　　　　その他　
  19 億 8,996 万円 8 千円

　10.5％（167.4%）

地方交付税など　
  35 億 3,400 万円
  18.7%（▲ 7.8%）

国・県支出金　
  38 億 4,068 万 4 千円
  20.3%（8.8%）

市債　
  7 億 3,120 万円
  3.9%（▲ 23.2%）

自主財源

依存財源 57.1%

42.9%

歳 入 107 億 9,401 万 6 千円

81 億 588 万 4 千円

歳  入 188 億 9,990 万円
■自主財源…皆さんから納めていただいた税金など
■依存財源…国や県から交付されるお金や借入金など

総務費　
  18 億 7,344 万 7 千円　9.9%（5.0%）
  （市役所管理、統計調査、戸籍の管理などの費用）

歳 出 民生費　
  72 億 3,007 万円　38.2%（14.0%）
  （福祉の充実、子育て支援などの費用）

衛生費　
  11 億 5,525 万 2 千円　6.1%（3.3%）

  （疾病予防、環境保全、ごみ処理などの費用）農林水産業費　
  7 億 3,580 万 7 千円　3.9％（30.9%）

  （農業の振興などの費用）

土木費　
  19 億 9,127 万 9 千円　10.5%（▲ 1.7%）
  （道路、公園整備などの費用）

消防費　
  9 億 4,475 万 8 千円　5.0%（5.3%）
  （火災予防、防災などの費用）

教育費　
  26 億 3,903 万 9 千円　14.0%（1.1%）
  （学校教育、文化・スポーツ振興などの費用）

公債費　
  19 億 4,116 万円 6 千円　10.3%（8.2%）
  （市債の返済金）

その他　
  2 億 8,288 万 9 千円　1.5%（15.3%）
  （議会運営などの費用）

商工費　
  1 億 619 万 3 千円　0.6%（0.8%）
  （商工業、観光の振興などの費用）

歳  出 188 億 9,990 万円

【歳入】
○市税…市民の皆さんに納めていただく税金で、市民税・固定資産
税・軽自動車税・市たばこ税などです。
○分担金・負担金…保育料や児童クラブの負担金などです。
○使用料・手数料…市営住宅の使用料、社会教育使用料、体育施設
の使用料などです。
○その他…寄附金、繰入金、繰越金、その他の収入などです。この繰
入金や繰越金とは、基金（預貯金）の取り崩し、前年度からの繰越金です。
○地方交付税…標準的な財政運営に必要とされる経費（人口、面積、道
路の延長などを基準に算出）に基づき、国から交付されるお金です。
○国・県支出金…道路整備・教育施設整備などに対する国・県から
の補助金などです。
○市債…地方公共団体（市）が行う事業で、特に大きな事業を実施
する場合などに、必要な財源を調達するために借り入れるお金です。

【歳出】
○人件費…議会議員の報酬や職員の給与などです。
○物件費…賃金、需用費、委託料など消費的性質のお金です。
○扶助費…社会保障制度の一環として、高齢者、児童、障がいのあ
る方などに対して支援を行うお金です。
○補助費等…市から他の団体などに行政上の目的から支払うお金です。
○普通建設事業費…道路や公共施設の新増設に必要とされるお金です。
○公債費…市の借入金の返済に充てるお金です。

■用語解説

平成 31 年度（令和元年度）予算特集

※金額の次に構成比、
カッコ内が増減率です。

※金額の次に構成比、
カッコ内が増減率です。



6－広報つくばみらい2019年５月号（No.157）－

「
認
知
症
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　

市
で
は
、
認
知
症
の
人
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
事
業
と
し

て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
開
催
を
支
援
す
る
ほ
か
、
そ
の
講

師
役
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
）
の

養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
支

援
す
る
応
援
者
を
い
い
ま
す
。
市
で

は
、
こ
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増

や
す
た
め
、
養
成
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

講
師
役
を
担
う
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
」
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
介

護
職
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
で
構
成
さ
れ
、
現
在
約
40
人
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
は
、
一
般

市
民
の
方
に
向
け
た
講
座
は
も
ち
ろ

ん
、
保
育
所
や
学
校
な
ど
を
訪
れ
、

児
童
・
生
徒
に
講
座
を
開
催
し
た

り
、
親
子
向
け
に
講
座
を
開
催
す
る

な
ど
、
年
間
40
回
を
超
え
る
講
座
を

開
催
し
、「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

認
サ
ポ
養
成
数
、
部
門
日
本
一
に

　

こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
昨

年
度
本
市
は
、
優
良
自
治
体
と
し
て

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
協

議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
、
１
年
間
に
養
成
さ
れ
た
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
数
に
つ
い
て
、
総

人
口
に
占
め
る
割
合
の
値
が
最
も
高

い
市
区
町
村
を
表
彰
す
る
も
の
で

す
。
今
回
、
本
市
は
４
つ
の
区
分

「
認
知
症
」
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
想
い
か
ら
、
活
動
を
続
け
て
い
る
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

の
う
ち
「
人
口
20
万
人
未
満
５
万

人
以
上
の
部
」
で
日
本
一
に
輝
き
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
に
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
が
小
田
川
市
長

を
表
敬
訪
問
し
、
受
賞
の
喜
び
を

報
告
し
ま
し
た
。

▶
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん
と

小
田
川
市
長

（写真）認知症の家族との接し方を、寸劇でわかりやすく

伝えるキャラバン・メイトの皆さん
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ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

周
り
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

　

２
０
１
２
年
に
発
足
し
た
市
民

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
は
、
24
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
高
齢
者
の

方
を
中
心
に
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
保
育
所
や

学
校
な
ど
に
出
向
き
講
座
を
行
う
「
出

前
講
座
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

発
足
当
初
か
ら
活
動
す
る
メ
ン

バ
ー
の
方
は
認
知
症
の
両
親
を
介
護

し
た
経
験
か
ら
「
当
時
は
自
分
に
知

識
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
知
っ
て
い

た
ら
、
も
っ
と
違
っ
た
接
し
方
が
で

き
た
の
か
な
」
と
話
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
市
民
グ

ル
ー
プ
代
表
を
務
め
る
菩ぼ

だ
い
じ

提
寺
さ
ん

は
「
家
族
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を

隠
し
た
が
る
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
で
抱
え
込
ま
ず
、ひ
と
言
、

近
所
や
周
り
に
伝
え
る
こ
と
で
、
い

ろ
ん
な
人
の
手
助
け
が
得
ら
れ
ま

す
。認
知
症
の
方
を
地
域
で
見
守
る
、

と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
誰
が
な
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
、身
近
な
病
気
で
あ
る「
認
知
症
」。

ま
ず
は
認
知
症
を
知
り
、
少
し
で
も

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
自
分
に
近

し
い
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、

適
切
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
て
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で
認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助
けをする認知症サポーターになりませんか？
認知症は誰でもかかる可能性のある病気です。
もし身近に認知症の人がいたらそっと見守る・
そっと手助けする地域をつくることが大切で
す。まずは認知症について正しく理解し、偏
見を持たず、認知症の人や家族に対して温か
い目で見守ることがスタートです。
■開催日時：５月 31 日㈮　午前 10 時～正午
■場所：伊奈庁舎２階会議室
■定員：30 人 ( 定員になり次第締め切ります )
■申込先：介護福祉課　☎ 58-2111（内線 4305）
※受講された方へはオレンジリング（認知症の
方を温かく見守る応援者の証）を差し上げます。

認知症サポーター養成講座

受講者を募集します！

１

２

３

４ ５ ６

１：本市のキャラバン・メイト「認知症？伝え隊」の皆さん／２：小田川市長に活動状況を
報告するキャラバン・メイトの皆さん／３：小絹中学校での講座の様子。特殊なゴーグルを
かけ、高齢者の見え方を体験する生徒たち／４：親子講座の様子／５・６：保育所での講座
では「子どもたちから元気がもらえる」そう。

問 伊奈庁舎介護福祉課　☎58 ‐ 2111（内線4305）
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手続き・お知らせ

防
災
士
取
得
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

問 

伊
奈
庁
舎
防
災
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
２
５
０
２
）

安心・防災

　

市
で
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
、
市
の
防
災
事

業
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
防
災
士

を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
31
年
４
月

１
日
以
降
に
、
防
災
士
の
資
格
を
取

得
し
た
方
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方
＝
次
の
①
～
⑤
の

　

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
申
請
日
に
お
い
て
、
本
市
に
住
民

　

登
録
が
あ
る
方

②
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
市
内
の

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
で
活
動
す
る

　

意
思
の
あ
る
方

③
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
お
よ
び
防

　

災
士
の
資
格
を
有
す
る
旨
の
情
報

　

を
市
お
よ
び
消
防
署
、
消
防
団
、

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
へ
提
供
す
る

　

こ
と
に
同
意
す
る
方

④
ほ
か
の
助
成
制
度
等
を
利
用
し
て

夜
間
の
戸
籍
届
け
出
は
伊
奈
庁
舎
に

問 

伊
奈
庁
舎
市
民
窓
口
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
３
４
０
１
）

手続き・申請

伊
奈
庁
舎
に
一
本
化

７
月
1
日
㈪
か
ら

　

こ
れ
ま
で
、
夜
間
（
午
後
５
時
15

分
か
ら
翌
朝
８
時
30
分
）
に
お
け
る

戸
籍
届
出
は
、
伊
奈
・
谷
和
原
両
庁

舎
に
お
い
て
受
領
し
て
い
ま
し
た

が
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

７
月
１
日
㈪
か
ら
受
領
場
所
を
伊
奈

庁
舎
（
警
備
員
）
に
一
本
化
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
日
昼
間
の
戸
籍
届
出
の

受
領
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
伊
奈
・

谷
和
原
両
庁
舎
（
日
直
者
）
で
行
い

ま
す
。

※
夜
間
や
休
日
の
戸
籍
届
出
は
、
預

か
り
の
み
と
な
り
ま
す
。
翌
開
庁
日

に
戸
籍
担
当
職
員
が
審
査
し
、
内
容

に
不
備
が
な
け
れ
ば
，
届
出
日
で
受

理
と
な
り
ま
す
。

　

夜
間
や
休
日
に
戸
籍
届
出
を
さ
れ

る
場
合
に
は
、
事
前
に
市
役
所
市
民

窓
口
課
で
内
容
の
確
認
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

女
性
相
談
事
業
を
は
じ
め
ま
す

問 

伊
奈
庁
舎
地
域
推
進
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
１
３
０
２
）

相　談

　

子
育
て
や
家
族
の
こ
と
、Ｄ
Ｖ（
夫

や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
）の
こ
と
、

離
婚
の
こ
と
、心
身
の
健
康
の
悩
み
、

職
場
で
の
人
間
関
係
な
ど
、
女
性
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
＝
毎
月
第
４
木
曜
日　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
込
時
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎

▼
相
談
員
＝
女
性
の
臨
床
心
理
カ
ウ

　

ン
セ
ラ
ー
（
市
外
在
住
）

▼
相
談
方
法
＝
面
接
相
談
・
電
話
相
談

※
い
ず
れ
も
１
回
50
分
以
内
の
相
談

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
予
約
＝
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
地

　

域
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係
ま
で

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
回
の
相
談
日
に
先
着
４
人
ま
で

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問 
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
１
２
０
４
）

相　談

工
業
統
計
調
査

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人

以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま

す
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〇
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お

　

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

　

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

　

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く

　

報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

　

で
す
。

〇
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

　

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地

　

域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

　

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

〇
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

　

容
は
、統
計
作
成
の
目
的
以
外（
税

　

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と

　

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査

　　

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
は
、

す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業

所
の
活
動
状
態
を
実
地
に
確
認
し
、

新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部

の
事
業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
す
る

こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご

回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

①
講
座
を
受
講
す
る

　
　
　
　
◀

②
防
災
士
資
格
取
得
試
験
を
受
験

　
　
　
　
◀

③
防
災
士
認
証
登
録
を
し
ま
す

　
　
　
　
◀

④
市
に
登
録
完
了
を
報
告

　
　
　
　
◀

⑤
市
で
受
理
・
審
査
し
ま
す

　
　
　
　
◀

⑥
市
か
ら
交
付
決
定
通
知
を
送
り
ま
す

　
　
　
　
◀

⑦
市
か
ら
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

い
な
い
方

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
補
助
金
の
額
＝
１
万
１
０
０
０
円

　
（
ひ
と
り
１
回
限
り
）

▼
申
請
方
法
＝
補
助
金
の
交
付
を
希

　

望
す
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
防
災
課
窓
口
に
設
置
し
て

　

あ
る
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
防
災
士

　

資
格
取
得
補
助
金
交
付
申
請
書
兼

　

請
求
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
後
、

　

必
要
書
類
を
添
付
し
、
防
災
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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浄
化
槽
設
置
に
補
助
金
が
あ
り
ま
す

問 

谷
和
原
庁
舎
上
下
水
道
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
５
３
０
５
）

手続き・申請

新
し
い
農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
決
定

問 

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会  

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
６
３
０
１
）

　

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
に
新
た
な
農
業
委
員
10
人

が
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

【農地利用最適化推進委員】

　大
おおやま

山　謙
けんきち

吉（小張地区）
　飯

い い だ
田　一

か ず お
夫（谷井田地区）

　榎
えのきだ

田　　実
みのる

（豊地区）
　文

ぶんずい
隨　　靖

やすし
（三島地区）

　中
なかじま

島　一
いちろう

郎（板橋地区）
　小

こ す げ
菅　庄

しょういち
一（東地区）

　吉
よ し だ

田　義
よしひろ

博（小絹地区）
　豊

とよしま
島　芳

よ し お
夫（谷原地区）

　羽
は だ

田　貞
ざだよし

義（十和地区）
　飯

いいずみ
泉　　博

ひろし
（福岡地区）

　

ま
た
、
同
日
開
催
の
臨

時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に

齊さ
い
と
う藤

常つ
ね
お夫

氏
、
会
長
職
務

代
理
者
に
中な
か
や
ま山

雅ま
さ
し史

氏
が

選
出
さ
れ
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
10
人
が
会
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
と
な
っ

て
お
り
、
農
業
委
員
と
推

進
委
員
が
連
携
し
、
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
（
担

い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
）
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【農業委員会委員】

　  海
え び は ら

老原　茂
しげる

　
　   萓

かやはし
橋　敏

と し お
男

　   飯
いいずみ

泉　秀
ひ で お

夫
　   栗

くりはら
原　　哲

あきら
　

　   中
なかやま

山　雅
ま さ し

史
　   前

まえじま
島　　守

まもる
　

　   菊
き く ち

地　典
の り お

夫
　   羽

は た
田　　茂

しげる
　

　   矢
や ぐ ち

口　　剛
つよし

　
　   齊

さいとう
藤　常

つ ね お
夫

（敬称略） （敬称略）

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川

な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を

防
止
す
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
の
設

置
者
に
対
し
、
設
置
費
用
の
補
助
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象

○
次
の
区
域
以
外
の
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

・
農
業
集
落
排
水
事
業
整
備
区
域

・
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
事
業
整

備
区
域

○
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

■
補
助
金
額

【
通
常
型
浄
化
槽
】

○
５
人
槽
…
29
万
４
０
０
０
円

○
７
人
槽
…
34
万
２
０
０
０
円

○
10
人
槽
…
45
万
９
０
０
０
円

【
高
度
処
理
型
浄
化
槽
】

　
Ｎ
型
（
窒
素
ま
た
は
り
ん
除
去
能

力
を
有
す
る
高
度
処
理
型
）

○
５
人
槽
…
53
万
３
０
０
０
円

○
７
人
槽
…
64
万
４
０
０
０
円

○
10
人
槽
…
78
万
７
０
０
０
円

※
牛
久
沼
流
域
に
つ
い
て
は
、
高
度

処
理
型
の
設
置
補
助
と
な
り
、
そ
の

他
の
補
助
対
象
地
域
に
つ
い
て
は
、

通
常
型
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
限
＝
11
月
29
日
㈮

※
２
０
２
０
年
3
月
末
日
工
事
完
了

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
上
下
水
道
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

５月15日㈬Ｊアラート
全国一斉情報伝達試験
全国瞬時警報システム（J アラート）の動作確認
のため、内閣官房から全国に配信された情報が、
実際に防災行政無線から発信されるかの試験放送
を、全国の自治体で一斉に実施します。試験放送
ですので、お間違えないようお願いします。

■日時：５月 15 日㈬　午前 11 時頃

♪上り４音チャイム♪
「これは、Ｊアラートのテストです」×３回
「こちらは、ぼうさいつくばみらいです」

♪下り４音チャイム♪

【放送内容（参考）】

問 伊奈庁舎防災課　☎58 ‐ 2111（内線2502）

※全国瞬時警報システム（J アラート）とは
地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人
工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

水
稲
病
害
虫
防
除
薬
剤
購
入
に
補
助
金

問 
谷
和
原
庁
舎
産
業
経
済
課  

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
１
０
３
）

農　業

　

水
稲
経
営
の
安
定
お
よ
び
良
質
米

の
生
産
を
図
る
た
め
、
水
稲
病
害
虫

（
ウ
ン
カ
類
お
よ
び
カ
メ
ム
シ
類
）

防
除
薬
剤
の
購
入
費
に
対
し
補
助
を

し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
稲
作

　

農
家
お
よ
び
稲
作
を
行
う
生
産
集

　

団
▼
補
助
対
象
経
費
＝
平
成
31
年
産
水

　

稲
作
付
面
積
に
要
し
た
水
稲
病
害

　

虫
防
除
薬
剤
の
購
入
費
（
消
費
税

　

を
除
く
）
の
20
㌫
以
内

※
補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で
の
交

付
と
な
り
ま
す
。
申
請
額
が
予
算
額

に
達
し
た
段
階
で
申
請
受
付
を
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法
＝
納
品
書
（
購
入
薬
剤

　

名
、
単
価
、
数
量
の
記
載
が
あ
る

　

も
の
）
お
よ
び
領
収
書
と
、
認
印
、

　

振
込
先
が
分
か
る
も
の
を
持
参
の

　

上
、
谷
和
原
庁
舎
産
業
経
済
課
で

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ

問 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
０
１
）

環境・くらし

５
月
26
日
㈰
は
市
内
一
斉
清
掃
で
す

　

環
境
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、

市
民
参
加
に
よ
る
市
内
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
：
５
月
26
日
㈰　

午
前
８
時

　

頃
か
ら
２
時
間
程
度

※
時
間
は
目
安
で
す
。
各
地
域
の
都

合
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
：
地
域
の
道
路
な
ど
清
掃
が

　

可
能
な
公
共
の
場
所

※
拾
い
集
め
た
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
空
き
ビ
ン
は
、
汚
れ
な
ど
の

理
由
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
た

め
、
不
燃
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。 ※カッコ内は担当区域
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手続き・お知らせ手続き・お知らせ手続き・お知らせ

問 谷和原庁舎生活環境課　☎58 ‐ 2111（内線3301）

狂犬病予防集合注射のお知らせ

■手数料（１頭あたり）
○新規登録と予防注射…5,400 円
○予防注射のみ（登録済みの場合）…3,400 円
※手数料の内訳
　・登録手数料＝ 2,000 円
　・注射料＝ 3,000 円
　・注射済票交付手数料＝ 400 円

　　　　　　【留意事項】

●各会場は駐車場に限りがありますので、なる
べく徒歩でお越しください。

●会場によって、混雑が予想されます。スムー
ズな登録ができるよう、つり銭の出ないようご
協力ください。

●首輪は、抜けることがないよう少しきつめに
着けていただき、犬を十分に制御できる方がお
連れください。

●市から郵送されたハガキには、必要事項を記
入してお持ちください。

●都合により集合注射を受けられない場合や犬
の具合が悪いときは、最寄りの動物病院で受け
てください。この場合、料金が異なることがあ
ります。

日程 会場 時間

５月 19 日㈰

みらい平さくら公園（北側広場）午前８時 40 分 ～ ９時 30 分
どんぐり公園 午前９時 40 分 10 時 30 分
みらいの森公園（臨時駐車場）午前 10 時 40 分 11 時 30 分
伊奈公民館前 午後１時 ～ １時 50 分
谷和原庁舎 午後２時 ～ ２時 50 分

５月 20 日㈪

上長沼集会所 午前９時 ～ ９時 20 分
下長沼公民館 午前９時 30 分 ～ ９時 50 分
前新田公民館 午前 10 時 ～ 10 時 20 分
下小目公民館 午前 10 時 30 分 ～ 10 時 50 分
寺畑ふるさと会館 午前 11 時 ～ 11 時 20 分
高齢者センター 午前 11 時 30 分 ～ 11 時 50 分
絹の台桜公園（駐車場） 午後１時 40 分 ～ ２時 40 分

５月 21 日㈫

台営農研修センター 午前９時 ～ ９時 20 分
谷和原公民館　福岡分館 午前９時 30 分 ～ ９時 50 分
南集荷所 午前 10 時 ～ 10 時 20 分
田営農研修センター 午前 10 時 30 分 ～ 10 時 50 分
日川下公民館 午前 11 時 ～ 11 時 20 分
押砂公民館 午後１時 ～ 1 時 20 分
北袋集落センター 午後１時 30 分 ～ １時 50 分

５月 22 日㈬

下馬木生活改善センター 午前９時 ～ ９時 20 分
内宿公民館 午前９時 30 分 ～ ９時 50 分
筒戸農村集落センター 午前 10 時 ～ 10 時 20 分
豊体中宿公民館 午前 10 時 30 分 ～ 10 時 50 分
青古新田公民館 午前 11 時 ～ 11 時 20 分
担い手支援センター（中平柳） 午後１時 ～ １時 20 分
山王新田赤羽倉庫 午後１時 30 分 ～ １時 50 分
伊丹消防器具置場 午後２時 ～ ２時 20 分
城中消防器具置場 午後２時 30 分 ～ ２時 50 分

５月 23 日㈭

小張上中宿公民館 午前９時 ～ ９時 20 分
農協新町倉庫（市野深） 午前９時 30 分 ～ ９時 50 分
関場・五反田公民館 午前 10 時 ～ 10 時 20 分
板橋不動院（駐車場） 午前 10 時 30 分 ～ 11 時 30 分
勘兵衛新田児童公園 午後１時 ～ １時 30 分
元勘兵衛新田自治会館 午後１時 40 分 ～ ２時
狸穴自治会館 午後２時 10 分 ～ ２時 30 分
狸穴公民館 午後２時 40 分 ～ ３時

５月 24 日㈮

根柄公民館 午前９時 ～ ９時 20 分
農業集落排水事業三島地区処理場 午前９時 30 分 ～ ９時 50 分
上島公民館 午前 10 時 ～ 10 時 20 分
農協伊奈中央支店（いきいきセンター）午前 10 時 30 分 ～ 10 時 50 分
谷井田コミュニティセンター 午前 11 時 ～ 11 時 20 分
野堀消防器具置場 午後１時 ～ １時 20 分
平和台自治会集会所 午後１時 30 分 ～ １時 50 分
きらくやま大駐車場 午後２時 ～ ２時 20 分

生後 91 日以上の犬は、登録と毎年の狂犬病予防注射が義務付けられています。市
では下記日程のとおり狂犬病予防集合注射を実施しますので、都合の良い会場に

お越しください。どの会場でも登録の手続きと狂犬病予防注射を受けることができます。
なお、昨年度と会場や時間が一部変更となっていますので、ご確認の上ご来場ください。

■令和元年度（2019 年度）狂犬病予防集合注射日程

大切な愛犬のために
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市
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　
平
成
31
年
度
は
組
織
の
改
正
の
た
め
、
6
部
24
課
7
室
か
ら
6
部

27
課
7
室
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
31
年
4
月
1
日
の
当
市
の
職
員
数

は
34
人
増
加
し
、
３
８
６
人
で
す
。

※
（　
）
は
、
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

市
長
公
室

●
秘
書
広
報
課
長
＝
谷や
ぐ
ち口

雅ま
さ
し之

（
総
務

課
長
）
●
企
画
政
策
課
長
＝
大お
お
や
ま山
勝か
つ
ひ
ろ弘

（
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐
）
●

地
域
推
進
課
長
＝
中な
か
む
ら村
滋し
げ
な
り成
（
安
心
安

全
課
長
）
〇
秘
書
広
報
課
副
参
事
兼
課

長
補
佐
＝
飯い
い
ず
み泉

隆た
か
し（

み
ら
い
ま
ち
づ
く

り
課
福
岡
地
区
整
備
推
進
室
長
）
〇
秘

お知らせ

問 

伊
奈
庁
舎
総
務
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
０
０
）

書
広
報
課
長
補
佐
＝
舞ま
い
や
ま山
菊き
く
お男
（
政
策

秘
書
課
長
補
佐
）
〇
企
画
政
策
課
長
補

佐
＝
尾お
ざ
き崎

和か
ず
ひ
ろ博

（
政
策
秘
書
課
主
査
）

〇
企
画
政
策
課
長
補
佐
＝
菊き
く
ち地

正ま
さ
ひ
ろ宏（

安

心
安
全
課
主
査
）
〇
地
域
推
進
課
長
補

佐
＝
中な
か
む
ら村

靖や
す
し（

都
市
計
画
課
長
補
佐
）

総
務
部

◆
総
務
部
長
＝
森も
り

伸し
ん
じ次

（
議
会
事
務
局
参

事
兼
事
務
局
長
）
●
参
事
兼
総
務
課
長
＝

海え
び
は
ら

老
原
貞さ
だ
お夫

（
税
務
課
長
）
●
参
事
兼
税

務
課
長
＝
豊と
よ
し
ま嶋
千ち

え

こ
恵
子
（
市
民
サ
ポ
ー
ト

課
長
）
●
参
事
兼
防
災
課
長
＝
木き
か
わ川

眞ま
こ
と（

み

ら
い
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
●
財
政
課
長

［
県
か
ら
派
遣
］
＝
稲い
な
が
わ川

徹て
つ
や哉

（
財
政
課

副
参
事
）
〇
防
災
課
副
参
事
兼
課
長
補
佐

＝
中な
か
じ
ま島

毅た
け
し（

安
心
安
全
課
長
補
佐
兼
放
射

能
対
策
室
長
）
〇
総
務
課
長
補
佐
＝
岡お
か
の野

敏と
し
の
ぶ信

（
税
務
課
主
査
）
〇
総
務
課
長
補
佐

＝
境さ
か
い
の野
滋し
げ
ひ
こ彦（
国
土
交
通
省
［
派
遣
］）
○

財
政
課
長
補
佐
＝
村む
ら
し
た下
年と
し
お男
（
国
保
年
金

課
主
査
）
〇
収
納
課
長
補
佐
＝
小お
が
わ川
真し
ん
い
ち一

（
収
納
課
主
査
）〇
防
災
課
危
機
管
理
監［
任

期
付
］
＝
鴻こ
う
の
す巣
正ま
さ
お雄
（
安
心
安
全
課
危
機

管
理
監
）
〇
調
整
監
＝
井い
な
み波

進す
す
む【

再
任
用
】

保
健
福
祉
部

◆
保
健
福
祉
部
長
＝
飯い
い
ず
み泉

勝か
つ
ひ
ろ宏

（
学
校
教

育
課
長
）●
こ
ど
も
課
長
＝
飯い

い
ず
み泉

克か
つ
ひ
こ彦（

こ

ど
も
福
祉
課
長
補
佐
）
〇
社
会
福
祉
課
長

補
佐
＝
髙た
か
せ瀨

雅ま
さ
み美

（
社
会
福
祉
課
主
査
）

〇
こ
ど
も
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
支
援

室
長
＝
野の
ざ
わ澤

真ま

ゆ

み
由
美
（
健
康
増
進
課
兼
が

ん
対
策
室
主
査
）
〇
こ
ど
も
課
長
補
佐
＝

境さ
か
い
の野

紀の
り
こ子

（
こ
ど
も
福
祉
課
主
査
）
〇
介

護
福
祉
課
長
補
佐
＝
石い
し
い井

満み
つ
る（

収
納
課
長

補
佐
）
〇
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
生
活
習

慣
病
対
策
室
長
＝
関せ
き
ぐ
ち口
栄え
い
こ子
（
健
康
増
進

課
長
補
佐
兼
が
ん
対
策
室
長
）
〇
伊
奈
第

１
保
育
所
長
＝
中な
か
む
ら村
将ま
さ
し【
再
任
用
】
〇

谷
和
原
第
１
保
育
所
長
＝
鈴す
ず
き木

芙ふ

み美
（
伊

奈
第
１
保
育
所
長
）

市
民
経
済
部

〇
生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
室
長
［
任
期

付
］
＝
黒く
ろ
き木

誠ま
さ
と人

〇
産
業
経
済
課
長
補
佐

＝
飯い
い
む
ら村

昌ま
さ
ゆ
き之

（
建
設
課
主
査
）
〇
市
民

窓
口
課
長
補
佐
＝
中な
か
や
ま山
幹み
き
お夫
（
農
業
委

員
会
事
務
局
主
査
）

都
市
建
設
部

●
開
発
指
導
課
長
＝
片か
た
く
ら倉

義よ
し
の
り徳

（
総
務

課
長
補
佐
）
●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
長

＝
古ふ
る
や谷

隆た
か
お夫

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

●
上
下
水
道
課
長
＝
菊き
く
ち地

龍た
つ
お夫

（
政
策
秘

書
課
長
）
〇
都
市
計
画
課
副
参
事
兼
課
長

補
佐
＝
荒あ
ら
い井

一ひ
と
し志

（
政
策
秘
書
課
長
補

佐
）
〇
開
発
指
導
課
長
補
佐
＝
野の
ぐ
ち口
永え
い
じ治

（
都
市
計
画
課
長
補
佐
）
〇
開
発
指
導
課

空
家
対
策
室
長
＝
川か
わ
た田
賢け
ん
じ司
（
介
護
福
祉

課
長
補
佐
）
〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課

長
補
佐
＝
飯い
い
ず
み泉

博ひ
ろ
ゆ
き行

（
建
設
課
長
補
佐
）

〇
建
設
課
長
補
佐
＝
湯ゆ
は
ら原

章あ
き
お雄

（
取
手
地

方
広
域
下
水
道
組
合
（
派
遣
））
〇
建
設

課
長
補
佐
＝
染そ
め
や谷

斉な
り
か
ず和

（
建
設
課
主
査
）

●
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
［
派
遣
］

＝
小こ

ば
や
し林

弘ひ
ろ
ゆ
き幸

（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）

会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝
張は
り
が
い谷

昌ま
さ
ひ
こ彦

（
参
事
兼
財
政
課
長
）

議
会
事
務
局

◆
議
会
事
務
局
長
＝
土ど

し

だ
信
田
栄さ
か
え（

上
下

水
道
課
長
）

農
業
委
員
会

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
岩い
わ
も
と本
将ま
さ
し史

（
こ
ど
も
福
祉
課
長
）

教
育
委
員
会

●
学
校
総
務
課
長
＝
鈴す
ず
き木

富と
み
お夫

（
学
校
教

育
課
長
補
佐
兼
適
正
配
置
推
進
室
長
）
●

教
育
指
導
課
長
［
県
か
ら
派
遣
］
＝
長な
が
つ
か塚

和か
ず
の
り徳

（
学
校
教
育
課
教
育
指
導
室
長
）
〇

学
校
総
務
課
長
補
佐
＝
大お
お
さ
わ澤

勝か
つ
ひ
こ彦

（
社
会

福
祉
課
主
査
）
〇
学
校
総
務
課
適
正
配
置

推
進
室
長
＝
石い
し
び
き引
智と
も
ひ
ろ宏
（
学
校
教
育
課
適

正
配
置
推
進
室
主
査
）
〇
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
＝
中な
か
や
ま山

和か
ず
ひ
ろ広

【
再
任
用
】
○
教

育
指
導
課
副
参
事
＝
中な
か

島じ
ま

嘉よ
し

之ゆ
き

〇
教
育
指

導
課
長
補
佐
＝
直な
お
い井

仁ひ
と
し志

（
学
校
教
育
課

長
補
佐
）
〇
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
室
長

＝
浅あ
さ
の野

博ひ
ろ
ゆ
き之

（
建
設
課
長
補
佐
）
〇
総
合

運
動
公
園
施
設
長
＝
斎さ
い
と
う藤

一は
じ
め【

再
任
用
】

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

◎
井い
な
み波
進す
す
む（
総
務
部
長
）
◎
中な
か
や
ま山
和か
ず
ひ
ろ広

（
保
健
福
祉
部
長
）
◎
中な
か
む
ら村
将
（
会
計

管
理
者
兼
参
事
兼
会
計
課
長
）
◎
幕ま
く

真ま

り

こ
理
子
（
谷
和
原
第
１
保
育
所
長
）

新
規
採
用
者　
※
カ
ッ
コ
内
は
所
属
先

▼
倉く
ら
も
ち持

暁あ
け
み美

（
秘
書
広
報
課
）
▼
新に
っ
た田

康や
す
た
か貴

（
企
画
政
策
課
）
▼
前ま
え
だ田

敏と
し
ひ
ろ宏

（
地

域
推
進
課
）
▼
坂さ
か
た田

崚し
ゅ
ん（

財
政
課
）
▼

栗く
り
や
ま山

雅み
や
び（

税
務
課
）
▼
藤ふ
じ
え
だ枝

翔し
ょ
う
た太

（
収
納

課
）
▼
星ほ
し
か
わ川

旭あ
き
ら（

産
業
経
済
課
）
▼
山や
ま
な
か中

風ふ
う
こ子

（
産
業
経
済
課
）
▼
篠し
の
つ
か塚

光こ
う
き希

（
生

活
環
境
課
）
▼
大お
お
ほ
り堀
真ま

み実
（
市
民
窓
口
課
）

▼
樋ひ
ぐ
ち口
恭き
ょ
う
へ
い
平
（
社
会
福
祉
課
）
▼
三み

た田

麻ま

い衣
（
こ
ど
も
課
）
▼
飯い
い
つ
か塚

未み

く来
（
こ
ど

も
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
室
）
▼
山や
ま
ひ
ら平

智と
も
や也

（
介
護
福
祉
課
）
▼
宮み
や
う
ち内

万ま

き

こ
記
子
（
介
護

福
祉
課
）
▼
菅か
ん
の野

直な
お
こ子

（
健
康
増
進
課
生

活
習
慣
病
対
策
室
）
▼
堀ほ
り
こ
し越

悠ゆ
う
す
け輔

（
都
市

計
画
課
）
▼
高た
か
だ田

亮あ
き
ら（

開
発
指
導
課
）
▼

羽は

た田
昂こ
う
へ
い平
（
開
発
指
導
課
）
▼
筒つ
つ
い井
康や
す
た
か貴

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
）
▼
大お
お
く
ら倉
未み

き季

（
教
育
指
導
課
）
▼
内う
ち
だ田

佳か

な奈
（
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
）
▼
中な
か
む
ら村

歩あ
ゆ
む夢

（
生
涯
学
習

課
）
▼
関せ
き
ね根

聡さ
と
し志

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
推
進
室
）
▼
五い
が
ら
し

十
嵐
惇あ
つ
ろ
う郎

（
図
書
館
）

▼
上う
え
も
り森

香か

ほ穂（
図
書
館
）▼
青あ
お
の野

志し

ほ保（
伊

奈
第
１
保
育
所
）
▼
木き
か
わ川

沙さ

よ

こ
代
子
（
伊
奈

第
２
保
育
所
）
▼
椎し
い
な名
奈な

お

か
央
香
（
谷
和
原

第
１
保
育
所
）
▼
堀ほ
り
こ
し越
め
ぐ
み
（
す
み
れ

幼
稚
園
）
▼
飯い
い
ず
み泉
結ゆ

き貴
（
す
み
れ
幼
稚
園
）

▼
田た
み
や宮
愛あ
い
（
谷
和
原
幼
稚
園
）
▼
長は
せ
が
わ
谷
川

奈な

み美
（
谷
和
原
幼
稚
園
）
▼
小お
じ
ま島

紗さ

と

こ
都
子

（
谷
和
原
幼
稚
園
）

新
副
市
長
に
渡
邉
千
明
氏

　

４
月
１
日
か
ら
副
市
長
に
、

渡わ
た
な
べ邉

千ち
あ
き明

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

渡
邉
副
市
長
は
、
笠
間
市
副
市

長
の
ほ
か
、
茨
城
県
自
治
研
修
所

長
、
県
監
査
委
員
事
務
長
な
ど
を

歴
任
し
て
お
り
、
こ
の
３
月
ま
で

県
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ

た
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
本
市

で
の
任
期
は
４
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

渡邉副市長

新採職員の皆さん
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教
育
委
員
会
で
は
、
既
に
複
式
学

級
が
発
生
し
て
い
る
小
学
校
の

教
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
三

島
小
学
校
は
谷
井
田
小
学
校
と
、
東

小
学
校
は
板
橋
小
学
校
と
統
合
し
、

２
０
２
０
年
４
月
に
新
し
い
学
校
と
し

て
の
開
校
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
義
務
教
育
施
設
適
正
配

置
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
12
月
に
審
議

会
よ
り
適
正
配
置
の
全
体
計
画
と
は
別

に
「
既
に
複
式
学
級
が
発
生
し
て
い
る

小
学
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
改
善
す
べ
き
」
と
の
方
針
が
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
計
画
の
一
部

計
画
と
し
て
「
既
に
複
式
学
級
が
発

生
し
て
い
る
学
校
に
関
す
る
計
画
」
を

２
０
１
９
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
と
28
日
に
は
、
そ
の
内
容

と
開
校
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
、
統
合

対
象
地
区
を
中
心
と
し
た
市
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
統
合
準
備
委
員
会
を
中
心

に
、
開
校
に
向
け
て
必
要
な
検
討
事
項

【
主
な
質
疑
応
答
】

市
民
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
無
料
に

し
て
ほ
し
い
。

市
：
現
在
公
共
バ
ス
を
利
用
し
て
遠

距
離
通
学
（
3
㌔
㍍
以
上
）
を
し
て

い
る
児
童
に
対
し
、
市
が
通
学
費
の

3
分
の
1
を
補
助
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
全
体
の
公
平
性
を
整
理
し
て

最
小
限
の
負
担
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

市
民
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
り
遅
れ

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

市：ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
遅
れ
は
、

学
校
に
遅
刻
す
る
こ
と
と
同
じ
こ
と

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
ご
家
庭
で
も

バ
ス
の
乗
車
時
間
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
：
新
し
い
学
校
の
名
称
は
ど
の

よ
う
に
決
ま
る
の
か
。

市
：
統
合
準
備
委
員
会
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
く
か
（
公
募
を

す
る
な
ど
）
を
検
討
し
て
、
最
終
的

に
は
市
が
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
：
統
合
後
の
跡
地
利
用
は
、
地

域
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
期
限
を
決

め
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

市
：
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
明
確
に

決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
統
合
後
に
地

域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
計
画
を

立
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

※
趣
旨
を
踏
ま
え
要
約
し
て
い
ま
す
。

会
議
録
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
４
月
開
校

新
た
な
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

教育委員会適正配置推進室だより［第７号］ 第１～６号は市ホームページで
ご覧いただけます。

問  

教
育
委
員
会
適
正
配
置
推
進
室

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
７
１
０
６

・
７
１
０
７
）

小
学
校
の
統
合
準
備
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

３/27 ㈬
３/28 ㈭
伊奈公民館

を
協
議
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
早
期
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

統
合
準
備
委
員
会
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

回
覧
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

●統合に向けて準備委員会を設置します

統合準備委員会 ［ 構成 ］教職員・PTA 関係者・地域住民代表者 ・学識経験を有する者

学校を統合するにはさまざまな検討事項があります。学校名をはじめ、通学体制、学校運営やＰＴＡ組織運営などの検討
事項について、3 つの検討部会を設置し、検討していきます。検討した内容は、統合準備委員会に報告後、決定していきます。

総務部会 学校運営部会 ＰＴＡ部会

[ 検討事項 ]
・学校名／通学体制など　・体操服／
名札など　・統合記念式典など

・歴史／伝統の保存など　・その他
[ 構成 ]

・教職員・PTA 関係者・地域住民代表者

[ 検討事項 ]
・校訓／校則など　・教育課程など　
・学校運営体制など ・学校行事など
・備品／保存文書などの整理など　
・その他
[ 構成 ]　教職員

[ 検討事項 ]
・PTA 組織編制など　・役員選出など　
・運営計画など　　　・予算など　
・規約／慶弔規定など　・その他
[ 構成 ]

・PTA 関係者　・教職員

※　2020 年４月開校までに、上記の検討事項などについて協議し準備を進めていきます。開校までの期間も限られることから、統合準備委
員会において通学方法や体操服など、優先順位を決め、必ず決定しなければ開校が難しい項目については、 早急に取り組んでいく予定です。
しかしながら、開校後の決定でも支障が少ない項目については、段階的な検討も視野にいれて、協議を進めていきます。

板橋小学校
東小学校

新設校
谷井田小学校

三島小学校

新設校
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問 

谷
和
原
庁
舎
産
業
経
済
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
３
１
０
４
）

地
元
の
新
鮮
野
菜
は
い
か
が
で
す
か

イベント

大
好
評
、
朝
市
開
催
中
！

５
月
は
11
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

　

若
手
農
業
後
継
者
「
４
Ｈ
ク
ラ

ブ
」
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
市
内
産

の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
直
売
す
る
朝

市「
あ
さ
の
い
ち
」。５
月
の
開
催
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
催
日
：
5
月
11
日
㈯

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
11
時

▼
場
所
＝
み
ら
い
の
森
公
園
（
富
士

　

見
ヶ
丘
１
丁
目
25
）

▼
駐
車
場
＝
有

※
終
了
時
間
は
品
切
れ
な
ど
に
よ
り

早
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

あさのいち公式
ツイッターは、
QR コードから！

※
小
雨
決
行
、
荒
天
時
中
止
。
当
日

の
開
催
情
報
は
あ
さ
の
い
ち
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
あ
さ
の
い
ち
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
じ
め
ま
し
た
！

　

あ
さ
の
い
ち
で
販
売
す
る
野
菜
の

種
類
や
当
日
の
完
売
情
報
、
雨
天
時

の
開
催
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
！

開催します・募集します・お知らせします

楽
・
楽
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
参
加
者
募
集

問 

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） ☎
25
‐
２
１
０
０

健　康

　

運
動
し
な
い
と
い
け
な
い
け
れ

ど
、
な
か
な
か
始
め
ら
れ
な
い
。
何

か
ら
始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

市
で
は
、そ
ん
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

楽
・
楽
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
必
要
な
運
動
の
知
識
の
習
得
と

運
動
の
継
続
を
目
標
に
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
活
用
し
た
筋
ト
レ
や

ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
の
あ
る
18

　

歳
以
上
66
歳
以
下
の
方
で
①
、
②

　

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
す
べ
て
の
日
程
に
参
加
可
能
な
方

②
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
方

▼
日
程
＝
６
月
10
日
㈪
・
24
日
㈪
・

　

７
月
22
日
㈪
、
8
月
５
日
㈪
・
26

　

日
㈪
（
全
５
回
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
45
分

　
（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
20
分
～
）　

▼
場
所
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

▼
講
師
＝
健
康
運
動
指
導
士　

山や
ま
ざ
き崎　

　

航わ
た
る（

株
式
会
社
ビ
ー
ト
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
健
康
増
進
課
（
保
健

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

ま
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
ん
だ
方
に

　

は
、
後
日
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
6
月
５
日
㈬

運
動
を
習
慣
に
し
よ
う

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
家
賃
補
助
制
度

問 

谷
和
原
庁
舎
開
発
指
導
課  

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
４
０
６
）

手続き・申請

　

住
宅
に
困
窮
す
る
方
の
居
住
の

安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
の

民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

方
に
対
し
、
家
賃
を
最
大
２
万
円

補
助
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
の
民
間
賃
貸
住

　

宅
入
居
者
で
市
営
住
宅
入
居
基
準

　

な
ど
を
満
た
し
、
家
賃
が
月
額

　

５
万
円
以
内
の
方

▼
募
集
期
限
＝
５
月
27
日
㈪　

午
後

　

５
時

▼
募
集
戸
数
＝
５
戸

▼
補
助
金
額
＝
月
額
家
賃
の
2
分
の

　

１
（
千
円
未
満
は
切
捨
て
）
と
し
、

　

月
2
万
円
を
限
度
と
す
る
。

▼
補
助
期
間
＝
最
長
36
カ
月
（
交
付

　

開
始
年
度
を
含
む
3
年
度
末
月
ま

　

で
）

▼
決
定
方
法
＝
募
集
戸
数
を
超
え
た

　

と
き
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
募
集
案
内
や
申
請
書
は
、
谷
和
原

庁
舎
開
発
指
導
課
で
配
布
し
ま
す
。

災
害
時
協
力
井
戸
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

問 

伊
奈
庁
舎
防
災
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
２
５
０
２
）

安心・防災

　

市
で
は
災
害
時
の
断
水
に
備
え
る

た
め
、
井
戸
を
持
っ
て
い
る
ご
家
庭

に
協
力
を
い
た
だ
き
「
災
害
時
協
力

井
戸
」
と
し
て
登
録
す
る
制
度
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
災
害
で
断
水
が
発

生
し
た
場
合
に
、
ト
イ
レ
や
洗
濯
用

の
生
活
用
水
と
し
て
、
ご
家
庭
に
あ

る
井
戸
水
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

井
戸
を
持
っ
て
い
る
ご
家
庭
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
井
戸
＝
次
の
①
～
⑧

　

す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

①
市
内
に
あ
る
井
戸
で
あ
る
こ
と
。

②
現
在
使
用
し
て
お
り
、
今
後
も
使

　

用
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

③
井
戸
水
を
汲
み
上
げ
る
た
め
の
設

　

備
が
あ
る
こ
と
。

④
災
害
時
に
無
償
で
井
戸
水
を
提
供

　

で
き
る
こ
と
。

⑤
井
戸
枠
、ふ
た
な
ど
が
あ
る
こ
と
。

⑥
周
囲
に
井
戸
水
を
汚
染
す
る
も
の

　

が
な
い
こ
と
。

⑦
生
活
用
水
と
し
て
適
し
た
水
質
で

　

あ
る
こ
と
。

⑧
井
戸
の
所
在
地
お
よ
び
所
有
者
な

　

ど
の
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

お
持
ち
の
井
戸
を
災
害
時
に

役
立
て
ま
せ
ん
か

　

ど
で
公
開
す
る
こ
と
に
同
意
で
き

　

る
こ
と
。

▼
登
録
方
法
＝
登
録
に
ご
協
力
い
た

　

だ
け
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
防
災
課
窓
口
に
設
置
し
て

　

あ
る
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
災
害
時

　

協
力
井
戸
の
登
録
申
出
書
」
に
必

　

要
事
項
を
記
入
後
、
防
災
課
ま
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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問 

伊
奈
庁
舎
防
災
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
０
２
）

お知らせ
「
災
害
時
に
自
分
が
ど
う
動
く
か
」
計
画
を
作
成

こ
ん
に
ち
は
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
伊
奈
庁
舎
内
）　
☎
57
‐
０
２
０
３

 

伊
奈
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル
で
３

月
10
日
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
谷
井
田
地
区
に
お
住
い

の
皆
さ
ん
44
人
が
参
加
。
災
害
時
に

個
人
が
と
る
防
災
行
動
計
画「
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作
成
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
講
座
に
は
、
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
普
及
す
る
た
め
に

認
定
さ
れ
た
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
リ
ー
ダ
ー
」
が
初
め
て
参
加
し
、

受
講
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
「
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
情
報
伝
達
訓
練
」
で

は
、
国
土
交
通
省 

下
館
河
川
事
務

所
、
茨
城
県
、
水
戸
気
象
台
、
市
が

連
携
し
て
、
実
際
の
洪
水
を
想
定
し

た
情
報
伝
達
に
お
け
る
一
連
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
訓
練
の
中

で
発
表
さ
れ
る
防
災
情
報
に
対
し
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
基
に
安
全

に
避
難
が
で
き
る
か
を
検
証
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▶
訓
練
に
臨
む
参
加
者
の
皆
さ
ん

　
新
守
谷
駅
の
東
西
を
結
ぶ
、
新
守
谷

駅
自
由
通
路
線
「
き
ず
な
橋
」
が
、
3

問 

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
１
）

お知らせ
【
新
守
谷
駅
自
由
通
路
】「
き
ず
な
橋
」
が
開
通

月
28
日
に
開
通
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

守
谷
市
の
松
丸
市
長
や
、小
田
川
市
長
、

開
智
望
小
学
校
の
児
童
、
地
元
区
長
さ

ん
な
ど
、
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
小
田
川
市
長
は
「
筒
戸
地

区
か
ら
新
守
谷
駅
を
利
用
す
る
方
の

ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
り
、
通
勤
・
通

学
時
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。
駅
周

辺
の
活
性
化
に
も
期
待
し
て
い
る
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
、
渡
り
初
め
を
行

い
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

式典出席者と渡り初めを行う小田川市長㊨

担当地区名 相談窓口 住所・電話番号
豊・ 三 島・ 東・
谷井田

地域包括支援センター

いなの里
長渡呂新田 840-2

☎ 57-1227
小絹・十和・谷原・
みらい平

地域包括支援センター

ぬくもり荘
古川 1047
☎ 52-1280

小張・板橋・福岡
地域包括支援センター

雅
みやびそう

荘
福岡 1199
☎ 20-5525

■
樹
木
は
早
め
に
剪
定
を

　

道
路
に
接
す
る
民
地
な
ど
で
管
理

し
て
い
る
樹
木
や
生
垣
が
、
枝
葉
を

落
と
し
た
り
、
道
路
上
に
伸
び
出
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
車
両
や
歩

行
者
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、
思
わ

ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ

る
樹
木
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
に
道
路
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
、早
め
の
剪
定
・

伐
採
・
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
砂
の
流
出
に
も
注
意

　

大
雨
な
ど
に
よ
り
、
田
畑
や
荒
地

な
ど
の
民
地
か
ら
道
路
に
土
砂
が
流

出
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
土

砂
が
道
路
に
流
出
す
る
と
、
側
溝
の

つ
ま
り
や
道
路
幅
員
の
減
少
を
引
き

起
こ
す
な
ど
、
通
行
の
支
障
と
な
り

ま
す
。
土
地
所
有
者
お
よ
び
土
地
管

理
者
の
皆
さ
ん
は
適
正
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
作
業
上
の
注
意
事
項
◆

〇
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作

　

業
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
事

　

前
に
最
寄
り
の
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ

　

Ｔ
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

◎
東
京
電
力
：
茨
城
カ
ス
タ
マ
ー
セ

ン
タ
ー
（
停
電
・
設
備
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先
）
☎
０
１
２
０
‐

９
９
５
‐
０
０
７

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
：
☎
１
１
３
（
局

番
な
し
）

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
以
外
の
固
定
電
話
か
ら
の
場
合

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：
☎
０
１
２
０
‐

４
４
４
‐
１
１
３

問 

谷
和
原
庁
舎
建
設
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
２
０
６
）

環境・くらし

所
有
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

市政ニュース・市からのお願い

■ 

第
11
回

相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
が
、
お
住
ま
い
の
地

区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

よ
り
身
近
な
場
所
で
、　

歳
以

上
の
高
齢
の
方
を
対
象
に
し
た
困

り
ご
と
相
談
が
で
き
ま
す
。

　

直
接
窓
口
に
来
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
は
、
担
当
職
員
が
ご
自
宅

に
訪
問
し
て
お
話
を
伺
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

65
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問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
谷
和
原
庁
舎
１
階
）
☎
25

‐
３
２
８
８

消費生活センターイメージ
キャラクター『まみりん』

脱毛でのトラブル

　

美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
わ
れ

る
脱
毛
は
、
レ
ー
ザ
ー
な
ど
に

よ
り
毛
を
作
る
細
胞
を
破
壊
し
、

毛
を
生
え
な
く
す
る
も
の
で
、
医
療
行
為
に

当
た
り
ま
す
。
脱
毛
の
効
果
は
高
い
の
で
す

が
、
や
け
ど
な
ど
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
エ
ス
テ
で
行
わ
れ
る
脱
毛
は
、
光

の
照
射
な
ど
に
よ
る
一
時
的
な
除
毛
で
、
医

療
行
為
に
該
当
し
な
い
範
囲
で
の
施
術
に
限

ら
れ
ま
す
。
脱
毛
効
果
は
低
く
な
り
、
皮
膚

へ
の
影
響
は
小
さ
い
で
す
が
、
皮
膚
ト
ラ
ブ

ル
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
を
知
ろ
う
！

くらしのＱ＆Ａ

Ａ

美容クリニックやエステティックサロンでの脱毛を
考えています。皮膚トラブルも多いと聞きますが、ど
んなことに注意すればよいでしょうか。（20 代・女性）

　

施
術
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
美
容
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
エ
ス
テ
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、

自
分
に
あ
っ
た
施
術
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
広

告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
を
う
の
み
に
は

せ
ず
、
十
分
な
情
報
を
集
め
施
術
前
に
リ
ス

ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
脱

毛
に
は
必
ず
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
を
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ら
、
施
術

を
受
け
た
エ
ス
テ
や
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
申
し

出
た
上
で
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

　

市
で
は
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し

た
際
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

　

富
士
見
ヶ
丘
小
学
校
周
辺
が

「
ゾ
ー
ン
30
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

（
図
参
照
）。「
ゾ
ー
ン
30
」
内
は
、

通
学
児
童
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
自
動
車
の
最
高
速
度
が
時

速
30
㌔
㍍
規
制
と
な
り
ま
す
。「
ゾ
ー

ン
30
」
内
を
通
行
す
る
際
は
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
、
制
限
速

度
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ゾ
ー
ン
30
と
は

　

市
街
地
の
住
宅
街
な
ど
、
生
活
道

路
が
密
集
す
る
場
所
に
指
定
区
域
を

設
け
、
そ
の
区
域
に
お
け
る
制
限
速

度
を
定
め
、
通
り
抜
け
を
抑
制
す
る

こ
と
で
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
常
総
警
察
署
交
通
課　
☎
０
２
９
７

‐
22
‐
０
１
１
０ 問 

伊
奈
庁
舎
防
災
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
０
３
）

お知らせ

富
士
見
ヶ
丘
小
周
辺
が
「
ゾ
ー
ン
30
」
に

問 

伊
奈
庁
舎
防
災
課　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
０
２
）

お知らせ

災
害
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

▶
協
定
書
を
手
に
握
手
を
交
わ
す
石い

し
ま
る丸

久ひ
さ
し

関
東
・
甲
信
越
支
社
長
㊧
、
小
田

川
市
長
㊥
、
板い
た
が
き垣

吉よ
し
ろ
う郎

代
表
取
締
役
㊨

た
市
民
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
商
事
㈱

（
板い
た
が
き垣
吉よ
し
ろ
う郎
代
表
取
締
役
）
お
よ
び

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
（
石い
し
ま
る丸

久ひ
さ
し

関
東
・

甲
信
越
支
社
長
）
と
「
災
害
時
に
お

け
る
救
援
物
資
の
提
供
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
内
で
災
害
が
発

生
、
ま
た
は
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
、
市
か
ら
の
要
請
に

よ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど

の
救
援
物
資
を
調
達
・
供
給
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

▶
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
標
識
と
路
面
表
示

◀
今
回
ゾ
ー
ン
30
に
指
定
さ
れ
た
区
域

（
グ
レ
ー
の
太
線
）
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vol.6

国体通信

国体情報を発信する “ 国体通信 ”。６回目とな
る今回は “ 県民運動 ” について活動例を紹介し
ます。県民運動に参加してみんなで国体を盛り
上げましょう！

1 2
　

５
千
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
方
に

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
と
ピ
ン

バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
中
！　

▼
募
金
の
用
途
＝
「
い
き
い
き
茨
城

　

ゆ
め
国
体
・
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め

　

大
会
」
の
運
営
費
用

▼
募
金
方
法
＝
県
内
の
主
な
金
融
機

　

関
に
専
用
の
振
込
依
頼
書
を
用
意

　

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
国
体
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（「
い
ば
ラ
ッ
キ
ー
募
金
で
検
索
）

■受付期限：10 月 31 日㈭
問  茨城県国体・障害者スポーツ大会局  総務企画課　☎ 029 ‐ 301 ‐ 5405

い
ば
ラ
ッ
キ
ー
募
金
で

茨
城
国
体
に
参
加
し
よ
う
！

県民運動は、県民の皆さんがさまざまな活動に参加するこ
とによって、選手や監督とともに感動と喜びを共有できる
国体となることを目指して展開している活動です。

競技会場で選手を応援しよう

興味のある種目を観戦し、選手を応援するこ
とで選手、国体を盛り上げます。つくばみら
い市では、デモスポ３競技「ターゲット・バー
ドゴルフ（総合運動公園多目的広場）」「バウ
ンドテニス（総合運動公園体育館）」「アーム
レスリング（きらくやまふれあいの丘世代ふ
れあいの館）」が行われます。

いばラッキー募金で国体を応援しよう

　両大会の成功に向けて、いばラッキー募金
を実施しています。5,000 円以上の寄付で、も
れなく「オリジナルスポーツタオル」「オリジ
ナルピンバッジ」がもらえます。（詳細は下を
ご覧ください）

国体イベントに参加しよう

　各地で開催されている国体イベントに参加
して大会を盛り上げます。つくばみらい市で
は、８月に炬火集火式を予定しています。皆
さんのお越しをお待ちしております。

花いっぱい運動

競技会場や駅、沿道などを花いっぱいにし
て、全国から訪れるたくさんの人々をおも
てなしする運動です。「花の応援団」に申
し込むと、いばラッキー立札が届き、県の
国体ホームページに掲載されます

デモスポに参加しよう

県内在住者が参加できるデモンストレー
ションスポーツに参加して、大会を盛り上
げます。つくばみらい市では３競技「ター
ゲット・バードゴルフ」「バウンドテニス」

「アームレスリング」が開催されます。

いきいきゆめダンス 2019 を
踊ってみよう

茨城国体イメージソングにあわせたダンス
で、初心者から経験者まで楽しく踊れる振
付になっています。

活動例

活動への参加 おもてなし

スポーツ推進

県民運動って？
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古
ふ る や

谷　勇
は や と

斗さん
（神住新田／社会人野球チーム所属）

小学校３年から「谷井田スターズ」で野球を
始める。中学生の時、「取手リトルシニア」
で春の全国選抜大会優勝。藤代高校３年の時、
主将として夏の全国高等学校野球選手権大会
に出場。大学進学後は、首都大学野球連盟２
部で活躍、ベストナインに通算５回選出され
る。現在、社会人野球の㈱バイタルネット硬
式野球部に所属。ポジションはキャッチャー。
目標にしている選手は、プロ野球・ソフトバ
ンクの甲斐卓也選手。22 歳。

［ 連載 ］国体通信 vol.6

甲
子
園
出
場
で
「
恩
返
し
」

　
高
校
３
年
生
の
時
に
は
、
茨
城
県
大

会
を
勝
ち
抜
き
、
主
将
と
し
て
夏
の

甲
子
園
に
出
場
。「
た
く
さ
ん
の
苦
労

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
県
大

会
で
優
勝
し
た
時
の
喜
び
は
と
て
も

大
き
か
っ
た
で
す
。
監
督
、部
長
先
生
、

両
親
、
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
人

た
ち
に
恩
返
し
が
で
き
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。
大
会
で
は
残
念
な
が
ら
１
回

戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
５
打
数

２
安
打
３
打
点
と
、
チ
ー
ム
を
け
ん
引

す
る
奮
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

都
市
対
抗
野
球
大
会
に

出
場
し
た
い

　
社
会
人
野
球
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
今

年
、　「
体
格
も
、
何
も
か
も
が
上
。

学
生
と
の
レ
ベ
ル
差
を
感
じ
た
」
と
話

し
ま
す
。
目
標
は
、
社
会
人
の
全
国

大
会
で
あ
る
都
市
対
抗
野
球
大
会
へ

の
出
場
。「
ま
ず
は
体
を
し
っ
か
り
作
っ

て
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
目
指
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

輝け！　
 みらいアスリート
ー第６走者ー　古谷  勇斗さん（野球）

このコーナーでは、来年の茨城国体開催応援企画

として、市内出身でさまざまなスポーツの分野で

活躍する人にスポットをあて、紹介していきます。

「    

チ
ー
ム
や
仲
間
の
た
め
に
、
頑
張
る
。

だ
か
ら
こ
そ
喜
び
も
人
一
倍
な
ん
で
す
」

輝
け
！
み
ら
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
第

６
走
者
は
、
野
球
の
古ふ
る
や谷

勇は
や
と斗

さ
ん
で
す
。
古
谷
さ
ん
は
現
在
、
新

潟
に
本
拠
地
を
置
く
社
会
人
野
球

チ
ー
ム
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
古
谷
さ
ん
が
野
球
と
出
会
っ
た
の
は

小
学
３
年
生
の
と
き
。
当
時
習
っ
て
い

た
空
手
の
帰
り
に
、
ふ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
見
る
と
、
必
死
に
白
球
を
追
う
球

児
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
そ
う
。
そ
の
懸

命
な
姿
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
「
こ
の
中

で
野
球
が
し
た
い
」と
、谷
井
田
ス
タ
ー

ズ
へ
の
入
団
を
決
め
ま
し
た
。

努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
学
ぶ

　
中
学
生
の
と
き
に
は
、
全
国
制
覇
を

経
験
。
華
々
し
い
経
歴
で
す
が
、
本
人

曰
く 

「
元
々
野
球
が
上
手
い
わ
け
で
も
、

優
れ
た
身
体
能
力
が
あ
っ
た
わ
け
で
も

な
い
」
と
い
い
ま
す
。「
そ
う
い
う
人
に

負
け
な
い
く
ら
い
努
力
し
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。
や
ら

な
い
後
悔
よ
り
も
、
や
っ
た
後
悔
の
ほ

う
が
い
い
で
す
か
ら
」
と
、
野
球
に
か

け
る
真
摯
な
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

チ
ー
ム
の
た
め
に
、
ど
れ
だ

け
自
分
を
犠
牲
に
で
き
る
か

　　
野
球
は
自
己
犠
牲
が
必
要
な
ス
ポ
ー

ツ
と
話
す
古
谷
さ
ん
。「
人
の
た
め
に

頑
張
る
か
ら
こ
そ
、
喜
び
も
人
一
倍
。

そ
れ
こ
そ
が
野
球
の
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
」
と
魅
力
を
語
り
ま
す
。「
こ
の
経

験
は
野
球
以
外
の
こ
と
に
も
生
か
せ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」。
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小張に本拠地を置くサッカークラブ「アイデンティみら
い」が、関東サッカーリーグ２部のシーズン開幕戦を、
5-0 の勝利で飾りました。この日２得点の活躍で勝利に
貢献した喜

き た

多 翔
しょういち

一 選手は「開幕戦だったので、勝てて
よかった。アウェーの試合でも勝ち点が取れるよう、チー
ム一丸となって練習に励みたい」と話し、５-０の大
勝の後でも、気を引き締めていました。次のホーム戦は、
４月 28 日㈰と５月５日㈰に開催されます。

関東サッカーリーグの新シーズンが開幕
イデンティ、大勝で発進ア

春らしい暖かな陽気となった４月６日、市内の桜が満開
となり、福岡堰をはじめとした桜の名所では、家族連れ
などでにぎわいました。花見に訪れた皆さんは、レジャー
シートを広げてお弁当を食べたり、記念撮影をするなど、
青空と桜の美しいコントラストが織りなす絶景を楽しみ
ました。きらくやまふれあいの丘では、例年人気を博し
ている桜のライトアップも行われました。昼間とは異な
る幻想的な姿に、多くの人が見入っていました。

各所で花見を楽しむ姿
爛漫、市内の桜が満開に春

平成 30 年度の茨城みなみ農協直販部会の農産物販売にお
いて、最も売り上げが良かったとして、トマト農家の野

の ぐ ち

口
嘉
よしのり

徳さんが「つくばみらい市長賞」を受賞しました。筒戸
で「野口ファーム」を営む野口さんは、トマト栽培一筋。
通常は、店頭で赤く色づくように、まだ熟していない状

筒戸の野口さん、市長賞を受賞
マト販売で JA から表彰ト

態で出荷されるトマ
ト。市内の直売所に
出すときは、畑から
も近いので、樹上で
熟したトマトを収穫
しているため「新鮮
でおいしい」といい
ます。野口さんは「今
後も継続して、食べ
る人に喜んでもらえ
るものをつくってい
きたい」と笑顔で話
してくれました。

多くの花見客でにぎわう福岡堰

写真㊧：見事に咲き誇る桜（きらくやまふれあいの丘）、写真㊨：ボランティア
「木楽工房」の皆さんによる手作りの竹灯篭（きらくやまふれあいの丘）
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くらしの情報では、「市からのお知らせ」
や「募集」「イベント」など、暮らしに
関するさまざまな情報をお届けします。

ゲートボール体験会
　　参加者募集 スポーツ

ゲートボールは競技スポーツとして或い
は生涯スポーツとして老若男女、長く楽
しめる競技です。ぜひ、体験してみてく
ださい。ご連絡お待ちしております。
▶日時：５月 18 日㈯、６月１日㈯　各
日午前 10 時～ 11 時 30 分
▶場所：きらくやまゲートボール場
▶対象者：市内在住・在勤者（性別年齢
は問いません）
▶申込期間：４月 26 日㈮～５月 14 日
㈫（平日午前９時～午後５時）
▶申し込み：生涯学習課スポーツ推進室
までお越しになるか、電話でお申し込み
ください。
問 スポーツ推進室　☎ 58 ‐ 2111（内
線 7309）

パブリック・コメントを
募集します 募　集

市では、「つくばみらい都市計画福岡工
業団地地区地区計画の区域内における建
築物の制限に関する条例制定」に伴い、
市民の皆さんからご意見を伺うためパブ
リック・コメントを実施します。
▶実施期間：４月 25 日㈭～５月 14 日㈫
▶閲覧場所：市ホームぺージ、谷和原庁
舎都市計画課ほか市内公共施設（詳細は
ホームページをご覧ください）
※閉庁日の閲覧は、日直の職員までお問
い合わせください。
▶意見を提出できる方：市内に住所がある方、
市内に事務所または事業所を有する方、市内
の事務所または事業所に勤務している方、市
内の学校に在籍している方、市に対して納税
義務がある方、本事案に利害関係を有する方
▶意見の提出場所：閲覧場所に設置して
あるそれぞれの意見提出用紙を、問い合
わせ先まで郵送、FAX または市役所庁舎
へ持参するか、市ホームページから提出
してください。
問 谷和原庁舎都市計画課  ☎ 58 ‐ 2111
／ FAX：52 ‐ 6024

～不自然に路面が濡れているなど道路上で漏水を発見したら上下水道課までご連絡ください。上下水道課 　☎58 – 2111 （内線5306）～

市ソフトバレーボール大会
　  参加チーム募集 スポーツ

日時：６月９日㈰　午前９時開会式
場所：総合運動公園体育館　
参加資格：20 歳以上の市内在住・在勤
の方で構成されたチーム。または、主催
者が認めた方。
大会概要：各グループで、予選リーグ・
決勝トーナメントを行います。
▶募集チーム数

［混合チーム（男２人・女２人）］
●Ａグループ＝６チーム
　コート内のプレーヤーの合計年齢が常
　に 120 歳以上
●Ｂグループ＝６チーム
　コート内のプレーヤーの合計年齢が常
　に 200 歳以上

［レディースチーム（女４人）］
●Ｃグループ＝６チーム
　20 歳以上の女性４名
●Ｄグループ＝６チーム
　55 歳以上の女性４名
▶参加費：１人 700 円（弁当代込）
▶申し込み方法：スポーツ推進室へ申込
書を提出してください。
▶申込期限：５月 17 日㈮
問 スポーツ推進室　☎ 58 ‐ 2111（内
線 7307）

子ども食堂とサロンが
オープンします！

お知らせ

伊奈東地区の空き家を利用して、地域の
方が誰でも集まれるサロンと子ども食堂

（夕食のみ）が５月からオープンします。
地域の方ならどなたでも参加できます。
皆さんぜひ、おいでください。
◎空き家サロン運営ボランティア・子ど
も食堂の食材提供ボランティアも募集し
ています。
▶日時：５月 16 日㈭　午後１時～６時
※毎月第１・第３木曜日に開催します。
▶場所：伊奈東 43 ‐ ５（詳細はお問い
合わせください）
▶参加料：食事代…小・中・高校生 100
円／大人 200 円（サロン参加のみは無料）
問 社会福祉協議会（谷和原支所）　☎ 25
‐ 2101

文化協会
朗読の会・みらい塾発表会

イベント

▶日時：５月 19 日㈰　午後２時～
▶場所：図書館（本館）２階視聴覚室
▶発表作品：夢十夜、天からお札、てつ
がくのらいおん、蜘蛛の糸、おおきくなっ
たら、草枕　ほか　新旧、軟硬まぜこぜ
をお楽しみください。入場は無料です。
皆さんのお越しをお待ちしています。
問 朗読の会・みらい塾　沼

ぬまじり
尻　☎ 52 ‐

0362（メンバー募集中）
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［牛久市イベント情報］
第 18 回
こどもとしょかんまつりイベント

牛久市初の e スポーツ大会を開催！高校
生と一緒にダンスパフォーマンスや空手
道も体験できます。ほかにも、お絵かき
クッキー作りや DJ 体験など、おいしい
楽しいイベントが盛りだくさん。詳しく
は図書館ホームページをご覧ください。
▶日時：５月５日（日・祝）午前 9 時～
午後 4 時
▶場所：牛久市立中央図書館
問 （牛久市）こどもとしょかんまつり実
行委員会　☎ 029 ‐ 871 ‐ 1400
HP：https://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

税理士による
無料税務相談

関東信越税理士会土浦支部では、税に
関する無料相談を行います。
▶予約方法：事前に電話で申し込み
▶日時：６月４日㈫・13 日㈭、18 日㈫
※１人 40 分程度。各日３人まで。
▶場所：関東信越税理士会土浦支部（土浦
市中央１-11-19）　※予約受付時間は、平日
の午前 10 時～午後２時（祝日を除く）です。
問 関東信越税理士会土浦支部　☎ 029
‐ 824 ‐ 5055

相　談

受益者負担金の
納期が変わります

お知らせ

■取手地方広域下水道組合からのお知らせ
これまでの納付時期（納期）が令和元年
度から次のとおり変更になります。
平成 30 年度まで（変更前）
　●第１期／５月 18 日～ 31 日
　●第２期／８月１日～ 31 日
　●第３期／ 11 月１日～ 30 日
　●第４期／翌年２月１日～末日

令和元年度（2019 年度）から（変更後）
　●第１期／７月１日～ 31 日
　●第２期／９月１日～ 30 日
　●第３期／ 11 月１日～ 30 日
　●第４期／翌年２月１日～末日

※第１期・第２期の納期のみ変更となり
ます。納期の変更に伴い、口座振替日も
同様に変更となります。
問 取手地方広域下水道組合 経営課料金係　
☎ 0297 ‐ 74 ‐ 4127

コーラスしゃぼん玉
メンバーを募集します趣味・サークル

おたまじゃくしが読めなくても、みんな
と歌えば楽しいコーラス！仲間に入りま
せんか？
▶活動日：毎週火曜日
▶時間：午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
▶場所：谷和原公民館　研修室
▶会費：3,000 円／月
問 コーラスしゃぼん玉　提

さげはし
箸　☎ 44 ‐

7572

５月 6 月
伊奈第１保育所
（山王新田 1253）

24 日㈮
誕生会

17 日㈪
体操・ふれあい遊び

伊奈第２保育所
（小張 4705）

13 日㈪
お庭で遊ぼう

24 日㈪
誕生会

谷和原第１保育所
（仁左衛門新田 641）

16 日㈭
散歩に行こう

11 日㈫
運動会ごっこをしよう

就学前の乳幼児とその保護者および出産前後

の妊産婦の方を対象に「あそびのひろば」を

実施しています。お気軽にお越しください♪

あそびの
  ひろば

■時間：午前 10 時～ 11 時

谷和原郵便局
年 金 相 談

谷和原郵便局では、毎月無料の年金相
談会を実施しています。
▶予約方法：事前に電話で申し込み
▶日時：５月 19 日㈰　午前９時～午後４時
▶場所：谷和原郵便局
※年金請求書の作成、届出代行などの社
会保険労務士の業務は行っていません。
問 谷和原郵便局　☎ 52 ‐ 2001

相　談

広告料
■半枠　10,000 円／月
□全枠　20,000 円／月

規格
■半枠　縦 45㎜×横 89㎜
□全枠　縦 45㎜×横 182㎜
※刷り色は黒１色

問 伊奈庁舎秘書広報課　☎ 58 ‐ 2111（内線 1105）

このスペースに広告を掲載しませんか

～「男子も女子も　自分らしさで　明るい未来へ」（平成 30 年度男女共同参画標語　中学生の部　優秀賞　片
かたにわ

庭優
ゆ づ き

月さんの作品）～

常 陽 銀 行
年 金 相 談

常陽銀行年金相談コーナーでは、常陽銀行
顧問の社会保険労務士が無料で相談に応
じ、年金請求手続きの代行をしてくれます。
▶予約方法：事前に電話で申し込み
◎予約電話　☎ 58 ‐ 5552
▶日時：５月 15 日㈬、６月 14 日㈮　
午前 10 時～午後３時
▶場所：常陽銀行伊奈支店
問 常陽銀行年金センター　☎ 029 ‐
300 ‐ 2844

相　談
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◆おはなし会（本館）
　５月 11 日㈯（虹の会）

　５月 25 日㈯（図書館）

　
午後２時～（３歳ぐらいから）

◆図書館へのお問い合わせ
　☎ 58 ‐ 3710（本館）

◆ちょちちょちおはなし会（本館）
　５月 16 日㈭

　午前 11 時～（０～２歳と保護者の方 )　　

◆おはなし会（みらい平）
　５月 18 日㈯（図書館）

　午前 11 時 30 分～（３歳ぐらいから）

◆図書館休館日（全館共通）　　　　　
５月７日㈫ 13 日㈪ 17 日㈮

20 日㈪ 27 日㈪

図書館からのお知らせ（５月）

◆おはなし会（小絹）
　５月５日㈰（図書館）
　午前 11 時～（３歳ぐらいから）

◆赤ちゃんタイム（本館）
　５月 16 日㈭

　午前 10 時～正午（乳幼児と保護者の方 )

◆開館時間
　午前９時～午後６時

市内コミュニティセンター
各 種 講 座 の お 知 ら せ学　び

■みらい平コミュニティセンター
【自分でできる足つぼ健康法】

▶日時：5 月 12 日㈰　午後 1 時 30 分～
3 時 30 分
▶対象・定員：中学生以上・15 人
▶受講料：500 円

【ＺＵＭＢＡ】
▶日時：5 月 21 日㈫　午後 7 時 30 分～
8 時 30 分
▶対象・定員：中学生以上・20 人
▶受講料：500 円
■板橋コミュニティセンター

【女性のためのリラクゼーションヨガ】
▶日時：① 5 月 11 日㈯　午前 10 時～ 11 時
／② 5 月 18 日㈯　午前 10 時～ 11 時
▶対象・定員：中学生以上の女性・20 人
▶受講料：500 円（1 回）

【わくわくキッズ体操】
▶日時：5 月 28 日㈫　午後 4 時～ 5 時
▶対象・定員：４歳～７歳・12 人
▶受講料：500 円
■小絹コミュニティセンター

【ＦＰ無料相談】
▶ 日 時：5 月 18 日 ㈯　 ① 午 前 10 時 ～
10 時 50 分／②午前 11 時～ 11 時 50 分
▶対象・定員：18 歳以上・各回１組
▶受講料：無料
[ 各講座の申し込み方法 ]
開催会場またはみらい平コミュニティセ
ンター窓口で受講料を添えてお申し込み
ください。

【みらい平こどもの日イベント：5 月 5 日㈰】
ほかにもさまざまな講座などを企画して
います。詳しくは館内掲示やホームペー
ジをご覧ください。
問 みらい平コミュニティセンター  
　☎ 38-7240

図書館ボランティア
募集しています 募　集

図書館の活動に関心のある方で、年間を
通じて活動していただける方を募集して
います。
▶仕事の内容：①配架（資料の配架と整頓）
／②本の修繕／③イベントなどのお手伝い
▶対象：20 歳以上の方
▶活動場所：図書館（本館）
▶活動期間：５月１日～令和２年（2020
年）３月末（継続可）
▶募集期間：随時募集しています
▶申込用紙：図書館（本館）窓口に設置
しています。
問 図書館（本館）　☎ 58 ‐ 3710

農業委員会
各 種 申 請手続き・申請

５月の農地法に基づく許可申請の受付期
間は次のとおりです。
▶受付期間：５月 21 日㈫～ 24 日㈮
※定例総会は６月 10 日㈪の予定です。
問 農業委員会事務局　☎ 58 ‐ 2111

わいわいクッキング・工作
・体操教室参加者募集イベント

市内にお住まいの知的・発達障がいなど
があるお子さんを対象にクッキング、工
作、体操教室を行います。余暇活動に参
加してみませんか。
▶日時：５月 11 日㈯「体操教室」午前
10 時～正午／６月８日㈯「クッキング（先
着８組）」　午前 10 時～午後１時 30 分／
７月６日㈯「工作教室」午前 10 時～正午
※日時が変更になる場合があります。
▶会場：保健福祉センターまたは谷和原
公民館またはきらくやまふれあいの丘
▶対象者：市内にお住まいの知的・発達
障がいのある小学生～作業所に通ってい
る方およびそのご家族
▶参加費：クッキング 300 円、工作 500
円、体操は無料
▶申し込み方法：開催日の５日前までに
社会福祉協議会までお申し込みください。
問 社会福祉協議会（谷和原支所）　☎ 25
‐ 2101
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予約制集団健診の空き状況
確認はこちらから

５
月
受
付
開
始
の

み
ら
い
健
診
①
（
予
約
制
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
診
項
目

○
基
本
健
康
診
査
・
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
○

胸
部
検
診
・
肺
が
ん
検
診
（
65
歳

以
上
は
結
核
検
診
を
含
む
）
○
胃

が
ん
検
診(

バ
リ
ウ
ム
検
査)

○
前

立
腺
が
ん
検
診
○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
○
大
腸
が
ん
検
診
○
喀
痰
細

胞
診
※
１ 

※
１
肺
が
ん
検
診
後
、
決
め
ら
れ

た
期
間
で
、
痰
を
3
日
間
採
取
し
、

後
日
提
出
し
ま
す
。

実施日 健診当日受付時間 予約受付期間

６月 16 日㈰ 次の①～④から選択
　①午前７時～７時 45 分　　
　②午前８時～８時 45 分
　③午前９時～９時 45 分
　④午前10時～10時45分

※各時間 60 人まで

５月 14 日㈫～
定員まで

６月 21 日㈮

７月１日㈪

   

予
約
方
法

①
予
約
受
付
専
用
電
話
で
申
し
込
む

②
健
康
増
進
課
窓
口
で
申
し
込
む

▼
予
約
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午

　

後
５
時

※
右
記
以
外
の
方
法
に
よ
る
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
一
世

帯
の
ご
家
族
以
外
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
受
付
開
始
日
の
午
前
９
時
～
10
時

は
電
話
が
集
中
し
、
大
変
か
か
り
に

く
く
な
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
が
ん
検
診
は
、
被
保
険
者
証
（
健

康
保
険
証
）
の
種
類
に
関
係
な
く
、

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
妊
娠
中
の
方
は
、
市
が
実
施
す
る

検
診
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
各
検
診
項
目
の
受
診
は
年
度
内
1

回
で
す
。
対
象
者
、負
担
額
な
ど
は
、

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

る
「
２
０
１
９
年
度
健
康
管
理
予
定

表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
検
診
は
、
異
常
の
有
無
を
見
つ
け

る
こ
と
が
目
的
の
た
め
、
自
覚
症
状

の
あ
る
方
、
検
診
部
位
の
病
気
で
治

療
中
・
経
過
観
察
中
の
方
は
医
療
機

関
へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す

☎
０
２
９
７
‐
25
‐
２
９
８
３

に
っ
こ
り　
　
つ
く
ば
み
ら
い

市
で
は
一
年
を
通
し
て
各
種
な
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年

明
け
の
１
～
２
月
は
、
受
診
希
望
者
が
多
い
為
予
約
が
取
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
診
機
会
を
逃
が
さ
な
い
よ
う
、
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
進
行
し
、
や
が
て
さ
ま
ざ
ま
な
合

併
症
（
神
経
障
が
い
・
網
膜
症
・
腎

症
）
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
早
い
う

ち
か
ら
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
大

切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
血
液
検
査
の
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
と
い
う
値
に
着
目
し
、
血
糖

を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
の
食
事

の
と
り
方
や
運
動
を
実
際
に
体
験
し

な
が
ら
学
び
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し
て
、

糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
の
あ
る

18
歳
以
上
69
歳
以
下
の
方
で
①
～

③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
昨
年
度
の
健
診
結
果
で
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

　

が
５
・
９
～
６
・
４
の
方

②
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て
い

　

な
い
方

③
左
記
表
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
２
回
目
は
み
ら
い
平
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
、
５
回
目
・
７
回
目
は
谷

和
原
公
民
館
で
開
催

▼
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
１
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
先
＝
健
康
増
進
課

▼
申
込
期
限
＝
５
月
24
日
㈮

◎
申
し
込
ん
だ
方
に
は
後
日
、
案

内
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

回 日にち 時間 内容
１ ５月 31 日㈮ 午前９時 30 分～正午 保健師講話

血液検査①

２ ６月５日㈬ 午前９時 30 分～正午 ウォーキング

３ ６月 14 日㈮ 午前９時 30 分～午後２時 栄養講話・試食
血液検査②

４
６月 24 日㈪ 午前９時～正午／

午後１時 30 分～４時 個別相談
６月 25 日㈫ 午後１時 30 分～４時

５ ７月 16 日㈫ 午後１時 30 分～４時 運動

６ ８月 30 日㈮ 午前９時 30 分～正午 栄養士講話

７ 10 月４日㈮ 午前９時 30 分～正午 運動

８
10 月 31 日㈭ 午前９時～正午／

午後１時 30 分～４時 個別相談
11 月１日㈮ 午前９時 30 分～正午

９ 12 月９日㈪ 午前９時 30 分～正午 栄養士講話

10
令和２年（2020 年）
３月 10 日㈫ 午前９時 30 分～正午 血液検査③

み
ら
い
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
参
加
者
募
集

問 

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） ☎
25
‐
２
１
０
０

健　康

健康増進課（保健福祉センター内）☎25 ‐ 2100問
保健だより
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会　場 実施日（時間：午前 10 時～ 11 時 30 分）
青木自治会館 13 日㈪ 20 日㈪ 27 日㈪
内宿公民館（筒戸） 13 日㈪ 27 日㈪
みらい平コミュニティセンター 14 日㈫ 21 日㈫ 28 日㈫
谷和原公民館　谷原分館 ７日㈫ 14 日㈫ 21 日㈫ 28 日㈫
西ノ台倶楽部 ８日㈬ 15 日㈬ 22 日㈬
板橋コミュニティセンター ９日㈭ 16 日㈭ 23 日㈭
谷井田コミュニティセンター ９日㈭ 16 日㈭ 23 日㈭
谷和原公民館　福岡分館 ９日㈭ 16 日㈭ 23 日㈭
きらくやま すこやか福祉館 10 日㈮ 17 日㈮ 24 日㈮
カスミ富士見ヶ丘店 10 日㈮ 17 日㈮ 24 日㈮

○地域体操クラブ
　シルバーリハビリ体操指導士によるいきいきヘルス体操

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方（中学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
※市外在住で当市に在勤・在学の方は、それを証明できるもの
をご持参ください（会社の身分証明書や生徒手帳など）。
●定員＝各日10人（予約制）●受講料＝無料
●申込方法＝下記の申込受付開始日から電話または窓口でお申
し込みください。申し込みは、本人、家族のみです。

【健康増進室】
●火～土…午前９時～午後８時30分（月曜日休室）
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分
●料　金…１回あたり200円（年齢などにより減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健康増進室利用
講習会 」を受けてください。

健康増進室スケジュール【６月】

    講習日時  
（１時間程度）

期  日 開始時間
７日㈮ 午後１時

  15日㈯ 午後１時
23日㈰ 午後１時

教室名 日時（時間：午前11時～正午）

肩こり・腰痛体操   ４日㈫ 11日㈫ 18日㈫ 25日㈫

リズム運動 ５日㈬ 12日㈬ 19日㈬ 26日㈬

ダンベル運動 ６日㈭ 13日㈭ 20日㈭ 27日㈭

バランスボール ７日㈮ 14日㈮ 21日㈮ 28日㈮

○会場：保健福祉センター

※のびのび教室、ひよこ広場のピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。
健診などの詳しい予定は「健康管理予定表」をご覧ください。

事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診  15日 ㈬ 午後１時～２時 平成31年１月生
１歳６カ月児健診  28日 ㈫ 午後１時～２時 平成29年10月生

２歳児歯科健診  29日 ㈬ 午後１時～２時 平成29年４月生
３歳児健診  22日 ㈬ 午後１時～２時 平成28年３月生

のびのび教室※ 14日 ㈫ 午前10時～ 11時30分 平成30年４月生

パパママ教室 18日 ㈯ 午前8時45分～正午 妊娠中の夫婦
（夫婦で参加できる方のみ）

離乳食教室(前半) 16日 ㈭ 午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け

離乳食教室(後半) （予約制） 午後２時30分～
３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け

ひよこ広場
(ピヨピヨ組)※  17日 ㈮ 午前10時～

11時30分

１カ月～８カ月児と
保護者および妊娠中の方

ひよこ広場
(コッコ組)

９カ月～ 12カ月児と
保護者

【ミニ教室】

【利用講習会】
子どもの健診・教室【５月】

介護予防カレンダー【５月】

実施日 時間 会場

９日㈭、16 日㈭、23 日㈭、30 日㈭
午前 10 時～ 11 時 30 分 谷和原公民館
午後１時～２時 30 分 伊奈公民館

○すこやか貯筋教室
65 歳～ 70 歳前半の方を対象とした、筋力アップのためのややきつめの運動
※ヨガマットなどの敷物を持参してください。参加は１人１会場。

問  伊奈庁舎介護福祉課　☎ 58 ‐ 2111（内線 4305）

●対象者＝健康増進室利用証の交付を受けている方
●定員＝各日22人（肩こり・腰痛体操のみ25人）
●受講料＝200円（年齢などにより減額制度あり）
●申込方法＝下記の申込受付開始日から電話または窓口で
　お申し込みください。申し込みは、本人、家族のみです。
※各教室、２回まで。
◎申込受付開始日：５ 月 ９ 日 ㈭
●受付時間＝午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）

健　康　相　談
【移動健康相談】

■日　時 ５月９日㈭  午前９時 30 分～ 11 時

■場　所 小絹コミュニティセンター
■内　容 ・各種検査（血圧、体重、体脂肪測定）

・塩分チェック（味噌汁を半カップ温めてお持
ちください）

・保健師、栄養士による相談
・シルバーリハビリ体操指導士による体操
・骨密度測定（200 円）

健　康
-

カ レ ン ダ ー
c a l e n d a r -

けんこう

※悪天候や災害時などは休講になる場合があります。参加者への個別連
絡は原則行いません。開催の可否は介護福祉課へお問い合わせください。

実施日 時間 会場
31 日㈮ 午前 10 時～ 11 時 30 分 カスミ富士見ヶ丘店

○知って納得やって満足　お手軽「出前講座」
健康長寿のための介護予防についての内容です。申し込みは不要です
ので直接会場にお越しください。
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子育て支援室だより
子育て中のママ・パパたち！子育て支援室でお友達をつくりませんか？

市内各所にある「子育て支援室」では、楽しいおもちゃやアットホームな

かわいい部屋作りをして、子育て支援担当の保育士が皆さんをお待ちして

います。いろいろな催しも企画していますので、お気軽にお越しください。

フ ラ ワ ー
出張支援室

「キラキラ」　

【開館時間】午前９時 30 分～正午／午後１時～３時 30 分
月曜日 　谷原分館 木曜日　 伊奈公民館
火曜日 　伊奈公民館 金曜日　 福岡分館
水曜日 　福岡分館

【開館時間】午前 10 時～午後３時
火曜日 　谷井田コミュニティセンター
金曜日 　板橋コミニュティセンター

お ひ さ ま
出張支援室
 「ぱんだ」

子育て支援室が市内各所に出張します。皆さん遊びに来てくださいね！

月５

月 火 水 木 金 土 日
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

ぱ：板橋コミセン「スタンプアート」
　　【①午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分／②午後１時～２時】
★：福岡分館
✿：身体測定【午前９時 30 分～ 11 時 30 分】
小：プレイパーク【午前 10 時 30 分～ 11 時】
き：おもちゃ病院【午前９時 30 分～ 11 時 30 分】
ル：はなまつり【午前 10 時～】
富：母の日制作【午前 10 時～】、保健師・栄養士さんに相談【午
　　前 10 時～ 11 時 30 分】

★：福岡分館
ぱ：板橋コミセン「コロコロおもちゃ作り」【①午前 10 時
　　30 分～ 11 時 30 分／②午後１時～２時】
小：プレイパーク【午前 10 時 30 分～ 11 時】
ル：休み
富：身体測定【午前 10 時～】

小：よーいどん
【午前 10 時 30 分～ 11 時】

図： お は な し 会（ 本 館 ）
３歳くらい～【午後２時～】

☀：ハイハイレース【午前
10 時 30 分～ 11 時 30 分】
き：パパママあそぼう！【午
前 10 時 30 分～※要予約】
図：おはなし会（みらい平）
３歳くらい～【午前 11 時
30 分～】

★：伊奈公民館
小：成長記録会【午前 10 時 30 分～正午】
富：シャボン玉遊び【午前 10 時～】
き：つくってカレンダー【午前 10 時 30 分～午後０時
　　30 分】

図：おはなし会（本館）
３歳くらい～【午後２時～】

小： 母 の 日 の 工
作【午前 10 時 30
分～ 11 時 30 分】
図：おはなし会

（ 小 絹 ） ３ 歳 く
らい～【午前 11
時～】

ぱ：板橋コミセン「成長記録」【①午前 10 時 30 分～正午／
　　②午後１時～２時 30 分】
★：福岡分館
小：プレイパーク【午前 10 時 30 分～ 11 時】
ル：フリールームベビー day（１・２歳）
富：ぎょうざの皮でピザ作り【要予約】
ソ：かんがるぅひろば  谷原分館【午前 10 時～正午  参加費 100 円】
◎：伊奈第１保育所「誕生会」【午前 10 時～ 11 時】

き：骨盤調整ヨガ【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分  ※要予約】

✿：ふたごちゃん集まれ！【午後２時 30 分～４時】
☀：誕生会【午前 10 時～ 11 時　※要予約】
★：伊奈公民館
富：砂場遊び（園庭）【午前 10 時～】
図：赤ちゃんタイム（本館）【午前 10 時～正午】
　　ちょちちょちおはなし会（本館）０歳～２歳【午前 11 時～】

◎谷和原第１保育所「散歩に行こう」【午前 10 時～ 11 時】

き：ベビーマッサージ【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　
　　※１歳未満対象。要予約】
富：公園遊び（ほたる公園）【午前 10 時～】
★：伊奈公民館

子育て支援室
QR コード▶

※各支援室の予定は変更になる場合が
あります。修正版はホームページに掲
載します。
※イベントのない日でも子育て支援室
は開いています。ホームぺージなどで
ご確認ください。

祝日 祝日
ぱ：板橋コミセン「自由開放」【午前 10 時～午後３時】
小：苗を植えよう【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分】

☀：未就園児ミ
ニ運動会【午前
10 時 30 分 ～
11 時 30 分】

小：乳幼児工作【午前 11 時～正午】
ソ：子育てボランティアソレイユによる「親子でギュギュ
　　っとふれあい遊び」カスミ富士見ヶ丘店【午前 10 時 30
　　分～ 11 時 30 分】
★：伊奈公民館

ぱ：板橋コミセン「自由開放」【午前 10 時～午後３時】
★：福岡分館
小：プレイパーク【午前 10 時 30 分～ 11 時】
ル：フリールームベビー day（１・２歳）
富：父の日制作に使う写真撮影【午前 10 時～】
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転入ママウェルカムバスツアー

親         子でいつでも気楽に遊びに行けて、支援

室の先生がいつでも温かく迎えてくれ

る、市内の「子育て支援室」や「児童館」をバ

スでご案内します。子育て情報も満載です。バ

スツアーは２時間程度ですが、ママ同士の交

流を図りながら、親子の新たな過ごし方を発見

できること間違いなしです。転入者だけでな

く、第一子出産の新米ママ、支援室や児童館デ

ビューしたいママたちも大歓迎です。皆さんに

お会いできることを楽しみにしています。お子

さんは託児スタッフがお預かりします。

▶日時：６月７日㈮　午前９時 30分出発

▶定員：10組（先着順）最小催行人数は５組

※託児人数 10人程度

▶申し込み：こども課こども家庭支援室　

☎ 0297 ‐ 58‐ 2111（内線 4206）

▶申込期間：５月７日㈫～ 24 日㈮（土・日

除く）

Pick Up！

子育てイベントカレンダー（５月）

月 火 水 木 金 土 日
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

★：伊奈公民館
小：お誕生日会【午前 10 時 30 分～ 11 時】
富：ぎょうざの皮でピザ作り【要予約】

ぱ：谷井田コミセン「コロコロおもちゃ作り」
　　【①午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分／②午後１時～２時】
き：スマホ教室【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分】
✿：作ってあそぼう【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分】
★：伊奈公民館
小：うさぎくらす（１歳～２歳）【午前 11 時～ 11 時
　　30 分】
富：ぎょうざの皮でピザ作り【※要予約】

ぱ：谷井田コミセン「スタンプアート」
　　【①午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分／②午後１時～２時】
き：ハッピーデイズ（成長記録と制作）【午前 10 時
　　30 分～正午】、野菜販売【午前 11 時 15 分～正午】
★：伊奈公民館
小：りすくらす（０歳～１歳）【午前 11 時～ 11 時 30 分】
富：身体測定【午前 10 時～】

小：成長記録会【午前 10 時 30 分～正午】
き：キッズヘアーカット【午前 10 時 30 分～
　　11 時 30 分※３歳未満。要予約】
★：伊奈公民館
富：母の日制作【午前 10 時～】
✿：リズムあそび【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分】

✿：誕生日会【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分】
★：伊奈公民館
☀：成長記録【①午前 10 時～正午／②午後１時～３時】
富：身体測定【午前 10 時～】

★：谷原分館「赤ちゃん Day」【午前９時 30 分
　　～正午】、保健師・栄養士さんに相談【午前
　　10 時～ 11 時 30 分】
ル：フリールームベビー day（０・１歳）
富：ぎょうさの皮でピザ作り【※要予約】

✿：おもちゃ病院【午前９時 30 分～ 11 時 30 分】
★：谷原分館
ル：フリールームベビー day（０・１歳）
富：身体測定【午前 10 時～】
◎：伊奈第２保育所「お庭で遊ぼう」【午前 10 時
　　～ 11 時】

小：臨時開館日
ル：フリールームベビー day（０・１歳）
富：父の日制作に使う写真撮影【午前 10 時～】
✿：ママの骨盤矯正とベビーヨガセラピー（首
　　が座った頃～よちよち歩き）【10 時 30 分～
　　11 時 30 分】
★：谷原分館

小：きりんくらす（２歳以上）【午前 11 時～ 11 時 30 分】
ぱ：谷井田コミセン「成長記録」【①午前 10 時 30 分～
　　正午／②午後１時～２時 30 分】
き：ハッピーデイズ「誕生会／パネルシアター紙ふうせん」
　  【午前 10 時 30 分～正午】、お菓子販売【午前 11 時 15 分
　　～正午】
✿：座談会「トイレトレーニングについて話そう」【午前
　　10 時～ 11 時 30 分　※予約なし】
富：父の日制作に使う写真撮影【午前 10 時～】
★：伊奈公民館

即位の日

き：開館日 富：母の日制作【午前 10 時～】
✿：育児講演会【午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分】
★：伊奈公民館
ぱ：休み
小：休み
き：休み
☀：休み

☀：くるくるおもちゃをつくろう【午前 10 時
　　～ 10 時 45 分】
富：父の日制作に使う写真撮影【午前 10 時～】
★：伊奈公民館

【子育て支援室の表記】
✿：子育て支援室フラワー（上小目）
★：フラワー出張支援室「キラキラ」
　　午前９時 30 分～正午 / 午後１時～３時 30 分
き：きらくやまふれあいの丘（神生）
小：小絹児童館（小絹）
ル：認定こども園ルンビニー学園（陽光台）

　　
富：富士見ヶ丘認定こども園（富士見ヶ丘）
☀：子育て支援室おひさま
ぱ：おひさま出張支援室「ぱんだ」
　　（谷井田コミュニティセンター・板橋コミュニティセンター）
図：図書館　
ソ：子育てボランティア「ソレイユ」
◎：公立保育所 あそびのひろば

【連休中の開室状況】
☀：１日～６日　開館
小：１日～６日　開館
き：１日～６日　休み
✿、富、ル：１日～６日　休み
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■ 日程・場所 ５月８日㈬ ・谷井田コミュニティセンター研修室
６月５日㈬ ・板橋コミュニティセンター研修室⑴⑵

■ 時　　間 いずれも午前 10 時～正午
■ 問い合わせ 社会福祉課　☎ 58-2111

～日常生活でのトラブルやもめごとなど人権に関する相談～
■ 日　　時 ５月７日㈫、14 日㈫、21 日㈫、28 日㈫
■ 時　　間 午後１時～４時
■ 場　　所 きらくやまふれあいの丘すこやか福祉館（７日、21 日）

保健福祉センター（14 日、28 日）
■ 予　　約 つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）

☎ 57-0205　当日の正午までに要予約

■ 日　　時 ５月８日㈬ 　午後１時～３時
■ 場　　所 保健福祉センター
■ 予　　約 つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）

☎ 57-0205　前日の午後５時までに要予約

■ 日　　時 ５月 16 日㈭ 　午後１時 30 分～３時 30 分
■ 場　　所 保健福祉センター　子育て相談室
■ 相 談 員  相

あいじま
島   宏

ひろし
さん・秋

あ き た
田　信

のぶひろ
博さん 

■ 日　　時 毎週月～金曜日   午前９時～午後４時 30 分（祝日を除く） 
■ 相談方法 電話または面接
■ 問い合わせ こども家庭支援室（こども課内）　☎ 58-2111

※予約可能な方は事前連絡願います。

法律相談（弁護士・司法書士）

心配ごと相談

行政相談

消費生活相談

■ 日　　時 毎週月～金曜日 ※祝日は除く 
午前９時～正午、午後１時～４時 30 分

■ 場　　所 消費生活センター ( 谷和原庁舎１階）
■ 問い合わせ 消費生活センター　☎ 25-3288（センター直通）

FAX 57-2288

～日頃困っていること、悩んでいることなど法律に関する相談～

～日頃困っていること、悩んでいることなど福祉全般の相談～

～行政の業務に対する意見・要望など～

～消費者契約に関するトラブルなどの相談～

問 谷和原庁舎上下水道課　☎ 58 ‐ 2111＜市内の給水装置工事事業者一覧＞
工事業者名 所在地 電話番号

㈱ 赤 塚 土 木 興 業 長渡呂252 58 - 6213

伊 奈 工 業 ㈱ 城中359 58 - 6168

い な ほ 工 業 ㈱ 上島848 58 - 0382

大 久 保 水 道 工 業 谷井田1403-3 58 - 8177

オ ー ビ ー 建 設 ㈱ 谷井田750-1 47 - 7000

㈲ 片 見 設 備 工 業 福岡1425-1 52 - 5804

㈲ 川 口 商 事 鬼長526-1 52 - 3286

久 下 設 備 城中55 58 - 0418

㈲ 坂 本 設 備 工 業 豊体612 - ２ 58 - 0070

常 栄 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ㈱ 田村450 52 - 7633

　　＊市外の事業者については、別途お問い合わせいただくか、市ホームページを

　　　ご覧ください。    つくばみらい市　給水装置工事事業者

　水道工事（新設・改造・修繕・撤去など）は、市の指定を受けた「給水装置工事事業者」でなければ、行うことができません。工事の際は、
指定を受けた業者に依頼し、上下水道課に届出をしてください。

水道工事

で検索！

各 種 無 料 相 談
５月の

結婚相談

■ 日　　時 ５月 19 日㈰　午後１～３時（予約不要）
■ 場　　所 谷和原庁舎１階  相談室
■ 相 談 員 豊

とよしま
嶋  隆

りゅういち
一さん・栁

やなぎさわ
澤  恒

つ ね お
雄さん

■ 問い合わせ 伊奈庁舎地域推進課　☎ 58-2111

～お相手探し、イベント情報など結婚に関する相談～

■ 日　　時 毎週月～金曜日     午前９時～午後４時（祝日を除く）
■ 場　　所 教育支援センター
■ 問い合わせ 適応支援教室なのはな　☎ 57-0983

教育相談
～子どもの心身の健康や不登校など教育に関する相談～

家庭児童相談 子ども (18 歳未満 ) の養育に関する悩みごと、
子どもにかかわる家庭の人間関係など、児童福
祉に関する相談に応じます。

ひとり親相談 母子・父子家庭・寡婦の方の生活全般の悩みな
ど、自立に向けた総合的な相談に応じます。また、
母子・父子・寡婦福祉資金貸付に関する情報提
供にも応じます。

虐待・ＤＶ 子どもに対しての虐待・ネグレクトについての
相談・通告、配偶者やパートナーからの暴力に
ついての相談などにも応じます。

人権相談

こども福祉相談

工事業者名 所在地 電話番号
常 総 土 木 工 業 ㈱ 福岡1383-1 52 -5357

㈱ 新 み ら い 絹の台2-2-3 34 -1088

㈱ 誠 勝 筒戸1987-11 20 -5470

塚 本 建 設 工 業 ㈱ 東楢戸980-1 52 -3681

㈱ 寺 田 興 業 南927-2 52 -5809

常 磐 興 業 ㈱ 筒戸3178 52 -2203

㈱ 豊 島 産 業 川崎213-3 52 -3335

ト ヨ シ マ 水 工 ㈱ 川崎382 21 -2261

㈱ 直 井 造 園 土 木 日川571 52 -2600

成 島 建 設 ㈱ 板橋3101 58 -1131

工事業者名 所在地 電話番号
浜 野 商 事 ㈱ 伊丹161 58-2416

原 信 田 建 設 ㈱ 板橋1783 58-0018

常 陸 管 工 上長沼617 52-5579

㈲ 福 新 設 備 工 業 台198 52-5011

㈱ 武 平 福原188 57-0600

㈲ 文 倉 建 設 鬼長1231-2 52-5622

㈲ 丸 斉 建 設 真木106 52-2627

㈱ 山 田 組 城中952 58-2351

谷 原 建 設 ㈱ 下長沼118-1 52-2298

㈱ユーエス設備工業 伊奈東33-229 44-6237
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納税等カレンダー

住民関係 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、
印鑑登録および印鑑登録証明書などの交付

税務関係 所得証明書、評価証明書などの交付

納税等関係

納税証明書、軽自動車車検用納税証明書などの
交付、市税および各種使用料の納付
※ただし各種使用料については、納付書をご持
参の場合に限ります。

■ 業務内容

※住民票の異動（転入・転出など）手続きはできません。
※パスポートの受け取りは１日・12 日・26 日（伊奈庁舎）の
開庁時間のみ可能です。
※パスポートの申請手続きはできません。

納期限：５月 31 日㈮

※取手地方広域下水道組合分を含む。

谷 和 原 庁 舎：５日・19 日
伊 奈 庁 舎：１日・12 日・26 日
開 庁 時 間：午前８時 30 分～正午※
※５月１日は午前８時 30 分～午後５時 15 分

日曜開庁日のお知らせ

■ 問い合わせ　　市民窓口課　☎ 58 ‐ 2111
・伊 奈 庁 舎　
・谷 和 原 庁 舎　

（内線 3401 ～ 3406）
（内線 3450 ～ 3452）

　
　

休日（昼） 診療時間 病院名 所在地 連絡先

水曜日 午前８時～ 総合守谷第一病院
（守谷市松前台 1-17）

守谷市 0297-45-5111午後６時
水曜日 午前８時～ JA とりで総合医療センター

（取手市本郷 2-1-1）
取手市 0297-74-5551以外 午後６時

火災 ３月分
建物 １件（１件）

車両 ０件（０件）

その他 ０件（３件）

計 １件（４件）

   （　）は平成 31 年の累計

救急 ３月分
交通事故    16 件   （47 件）

急病   117 件    （380 件）

その他 40 件   （139 件）

計 173 件   （566 件）
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業者名 指定地区 

㈱ シ イ ナ ク リ ー ン
☎ 0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・
戸崎・ 根柄を除く）・板橋（高岡）・
東（東栗山・城中）

関   東   商   事   ㈱
☎029-８36-3007

板橋（高岡を除く）・東（足高）・
三島（戸茂・戸崎・根柄）

地区 収集日 申込日
小張・豊、

絹の台、小絹 ５月 15 日㈬ ５ 月 ７ 日 ㈫ ～ ８ 日 ㈬

板橋、
紫峰ヶ丘・富士見ヶ丘 ５月 22 日㈬ ５ 月 13 日 ㈪ ～ 15 日 ㈬

三島・東、
陽光台、谷原 ５月 29 日㈬ ５ 月 20 日 ㈪ ～ 22 日 ㈬

谷井田、福岡・十和 ６月 ５日㈬ ５ 月 27 日 ㈪ ～ 29 日 ㈬

※申し込み専用　☎ 52-3152　午前９時～午後５時まで

救急医療

粗大ごみ収集・申込日

くみとり

市内の火災・救急

夜間 診療時間 病院名 所在地 連絡先

水曜日 午後６時～ 総合守谷第一病院
（守谷市松前台 1-17）

守谷市 0297-45-5111翌朝８時
水曜日 午後６時～ JA とりで総合医療センター

（取手市本郷 2-1-1）
取手市 0297-74-5551以外 午後 11 時

５月

市
長
の
主
な
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

軽自動車税 全期 住宅使用料 ５月分
保育料

認定こども園・小規模保育を除く
５月分 地代 ５月分

児童クラブ ５月分 上下水道料金※ ５月分
（３月使用分）

市
長
動
静
（
３
月
）

■取手北相馬休日夜間緊急診療所
　取手医師会病院内（取手市野々井 1926）　☎ 0297-78-6111

【診療時間】
　（土曜日）午後５時～翌朝午前９時
　（日曜・祝日・年末年始）午前９時～翌朝午前９時

【診療科目】　内科・外科

■小児救急当番病院

■救急電話相談（24 時間・365 日対応）
　急な病気で心配な時、看護師が電話で相談に応じます。
また、受診可能な医療機関も案内します。
●茨城子ども救急電話相談　
　♯8000（携帯電話、固定電話）または  ☎ 03-5367-2367
●茨城おとな救急電話相談
　♯7119（携帯電話、固定電話）または  ☎ 03-5367-2365

◎受診前にご連絡をお願いします
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★写真は真四角にトリミングしますので、それを意識した構図にするのがポイントです♪ ▶ＱＲコードから簡単に応募ができます

■応募方法
写真に住所、氏名、連絡先、写っている人やグループの名前、ふりがな、
写真に添えたいメッセージなどを記入して、郵送またはメール（３MB 以内）
で送付してください。メールの場合は、必要事項を本文に記載してください。
応募は、市内在住・在勤・在学者に限ります。写真の返却はできません。

■応募・問い合わせ
〒 300-2395　つくばみらい市福田 195　つくばみらい市役所秘書広
報課「みらいをつくるば」係　☎ 58 ‐ 2111（内線 1103）
※メール受信後、市から１週間以内に受付完了メールを返信します。
受付完了メールが届かない場合はお問い合せください。

佐
さ と う

藤  渚
なぎさ

ちゃん

大好きなミニ―に会ってきたよ！我が家のアイドルです♡

豊
とよしま

嶋  佳
か ほ

帆ちゃん 渡
わたなべ

邉  瑛
え い た

多くん

お外で遊ぶの楽しいな！

　私たちが案内します！

「ふらっと！ 294」は、「つくばみら
い市」「常総市」「取手市」を中心と
した、茨城県常総地方の観光周遊ガ
イドアプリです。個性豊かな３市の
キャラクターとともに、観光施設、
店舗、鉄道などのスポットを巡りま
しょう！

一 緒 に お 出 か け す
る キ ャ ラ ク タ ー を
選んだら…

お 目 当 て の 名 所 を
選んで、いざ出発！

「つくばみらい市」
「常総市」「取手市」

の オ ス ス メ ス ポ ッ
トを 1000 以上収録
しています！

ダウンロードはコチラ！
もちろん無料！

常総市

姫
ひ め の

乃  砅
れ い か

花

つくばみらい市

筑
つ く ば

波  未
み ら

来

取手市

取
と り で

手  きらり


